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1 章 アンケート調査の目的および概要 
１．背景・目的 

 木造住宅・建築物の施工の中核的な存在である大工の不足が危慎されている。大工数は、特に若い世

代の大工就業者が少ないため高齢化が進み、年々減少傾向にある。国勢調査によれば 2005 年に 54 万人

いた大工は 2010 年には 40 万人に減少しており、この 5 年間でこれまでで最大の 14 万人の減少を招い

た。2015 年の国勢調査では 35 万人と減少のペースは緩やかとなっているものの、近い将来に高齢化し

た大工が引退することにより大工が減少し、不足する状況に陥ることは明らかである。 
 木造住宅の新築工事では、プレカットの 9 割に達する普及により施工の合理化が進み、部材の墨付け

や加工といった作業は大工の手から離れ、造作を含め加工済みの部材の組立・取付が、今日の大工の主

たる作業となった。しかし、増改築やリフォームの現場では、大工が構造から造作・仕上げ、工事の進

捗管理と工事を担う重要な役割を演じ、本来大工が備えるべき技能が不可欠となっている。 
 また、プレカットの普及により新築の現場では、熟練した技術よりパワーと早さが求められたため、

高い賃金を得やすい一人親方の増加を招き、大工技術の習熟度による賃金体系を崩壊させ、特に大規模

なビルダーの世界では、従来の大工技能を修得していない中堅大工が増加し、造作大工やリフォーム大

工としての将来性が見いだせない組立工の職に嫌気をさして、多くの離職者を生み出している。 
 大工以外の設計者や工務店の現場監督、プレカット技術者等も、木造住宅・建築物を支える重要な技

術者で、職業倫理とコンプライアンスが求められ、適切な設計や施工を遂行する上で、彼等の木造に関

する知識・ノウハウ等が不可欠となっている。その技術者の多くは、大学や工業高校といった教育機関

における建築専門課程を経て、就職することが一般的であるが、これらの教育機関では、木造に関わる

講義・実習の機会はほとんどなく、大学や工業高校等で木造建築に関わる知識やノウハウを習得するこ

とは困難となっている。 
 これらの木造住宅・建築物を取り巻く状況により、企業や個人の努力に負って来た木造技能や技術の

習得が急速に衰え、今後の健全な木造の生産活動が危倶される状況となっている。 
 木造建築を理解し、関連する専門的な職能を備えた担い手を育成しなければ、人材の空洞化は今後一

層深刻になることは明らかで、健全な市場形成が危ぶまれる。木造建築の担い手のあり様や育成の枠組

みを包括的に検討することが求められている。 
 
 本調査では、木造技能者としての大工・職人の実態に関するアンケート調査を実施し、大工・職人の

実態を明らかにし、現状を把握することを目的とする。 
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２．アンケート調査実施概要 
（１）大工・職人の実態調査実施概要 
①調査対象 

 平成 29 年度住宅省エネルギー技術施工技術者講習会に参加した木造技能者等 
 
②実施期間 

 2017 年 8 月～2018 年 2 月 
 
③調査場所 

 全国 47 都道府県で開催の講習会(平成 28 年度住宅省エネルギー技術施工技術者講習会)会場。 
 
④アンケート票配布及び回収方法 

 講習会で教材と共に配布。終了考査解答用紙と共に提出を原則義務付けた。 
 
⑤アンケート票回収数 

 全国で 4,717 票。 
 うち大工職種（内装大工含む）2,161 票。（３．アンケート回答者の属性において後述） 
 過去のアンケート票回収数の推移を以下の表に示す。（図 1-2-1） 

図 1-2-1.アンケート票回収数推移 

 

 

 
（２）アンケート調査票 

  大工・職人の実態調査で用いたアンケート調査票を次頁に示す。（図 1-2-2） 
 Ｈ28 年度調査からアンケート票の設問等の変更点はない。 
  

年度
前回調査

2016
（H28）

今回調査
2017
（H29）

アンケート票
回収総数

7,032票 4,717票

大工職種
（内装大工含む）

3,279票 2,161票
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図 1-2-2.アンケート調査票 
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３．アンケート回答者の属性 
（１）都道府県、エリア 

アンケート回答者を都道府県別の割合が大きい順でみると、「愛知県（7.1％）」、「静岡県（4.6％）」、

「広島県（4.6％）」。 
地域別の割合では、「関東（21.9％）」、「中部（17.1％）」、「九州・沖縄（14.5％）」。  
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図 1-3-1-2.アンケート回答者属性：エリア 

図 1-3-1-1.アンケート回答者属性：都道府県 
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（２）年齢 
  アンケート回答者を年齢別でみると、「40 代（27.6％）」、次いで「30 代（22.1％）」、「50 代（17.4％）」。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）性別 

  男女別でみると、「男性（92.0%）」、「女性（5.9%）」。ほとんどが男性の回答であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）職種 

職種では「建築大工（44.1％）」の割合が大きく、「内装大工（1.8％）」、「設備組立工（1.5％）」 
は少数であった。「その他（47.5％）」の内訳としては現場管理、設計、施工管理、現場監督、営 
業という回答が多くみられた。 
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図 1-3-2.アンケート回答者属性：年齢 

図 1-3-3.アンケート回答者属性：性別 

図 1-3-4.アンケート回答者属性：職種 
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（５）職種の経験年数 
  職種の経験年数では、回答の割合が大きい経験年数層は「11～20 年（21.5％）」、次いで「21 

～30 年（20.7％）」、「31～40 年（13.0％）」。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）職種のベテラン度合い 

  自身のベテラン度合いについて、割合が大きいものは「中堅（28.3％）」、次いで「ややベテラン 
（17.1％）」、「見習い（16.5％）」。 
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図 1-3-5.アンケート回答者属性：経験年数 

図 1-3-6.アンケート回答者属性：ベテラン度合い 
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2 章 アンケート調査 結果概要 
得られたアンケート調査結果のうち、職種として建築大工及び内装大工（以下、大工職種）を選択

した 2,161 票について、以下に結果概要を示す。 

（１）職業等について

①年齢

・全体の平均年齢は 44.7 歳であった。

・地域別の平均年齢は、「四国（47.1 歳）」が最も高く、「中国（42.3 歳）」が最も低い。

②性別

・性別は 97.5％が男性であった。

・地域別では女性の割合が総じて低いが、「東北（1.0％）」及び「中部（1.0％）」、「近畿（0.6％）」 で

は他の地域と比較して回答が得られている。

③職種の経験年数

・「11～20 年（23.5％）」で最も多く、次いで「21～30 年（22.3％）」、「31～40 年（15.0％）」であっ

た。

・「3 年未満（8.8％）」は、前回調査（H28 年度：12.0％）より 3.2 ポイント減少している。また「41
～50 年（13.1％）」は、前回調査（H28 年度：3.2％）より 9.9 ポイント増加している。 

・地域別では、いずれの地域においても「11～20 年」、「21～30 年」の割合が高い。また地域差はあ

るものの、「3 年未満」から「31～40 年」までが概ね 8 割以上であった。

・年代別では、入職初期である経験年数「3 年未満」について「30 代（5.2％）」、「40 代（1.8％）」、

「50 代（0.8％）」での回答もみられた。

④職種においてベテランだと思いますか

・「中堅（31.5％）」が最も多く、次いで「ベテラン（19.5％）」、「ややベテラン（19.3％）」であった。

・選択肢に対して最も多く回答が得られた地域は、「ベテラン」：「北海道（24.1％）」、「ややベテラン」：

「四国（25.2％）」、「中堅」：「北海道（41.4％）」、「やや中堅」：「東北（14.9％）」、「見習い」：「九州・

沖縄（18.1％）」。 
・選択肢に対して最も多く回答が得られた年代は、「ベテラン」：「70 代以上（53.2％）」、「ややベテラ

ン」：「50 代（30.3％）」、「中堅」：「40 代（46.5％）」、「やや中堅」：「30 代（23.8％）」、「見習い」：「10
代（100.0％）」。

・選択肢に対して最も多く回答が得られた経験年数は、「ベテラン」：「51 年以上（60.9％）」、「ややベ

テラン」：「31～40 年（31.6％）」、「中堅」：「11～20 年（50.3％）」、「やや中堅」：「6～10 年（38.8％）」、

「見習い」：「5 年未満（82.0％）」。

・選択肢に対して最も多く回答が得られた雇用形態は、「ベテラン」：「元請として仕事（31.4％）」、「や

やベテラン」：「その都度契約（28.8％）」、「中堅」は「外注常用（日当制）（35.6％）」、「やや中堅」

は「その他（アルバイト等）（27.3％）」、「見習い」は「その他（アルバイト等）（54.5％）」。

・選択肢に対して最も多く回答が得られた賃金は、「ベテラン」：「25,000 円以上（32.4％）」、「ややベ

テラン」：「25,000 円以上（29.7％）」、「中堅」：「20,000～25,000 円未満（42.3％）」、「やや中堅」：「8,000
～10,000 円未満（18.3％）」、「見習い」：「8,000 円未満（78.3％）」。

8



（２）雇用形態について

①雇用形態（工務店等との契約関係）

・「工務店社員（37.5％）」が最も多く、次いで「元請として仕事（30.7％）」、「外注常用（坪請主体）

（12.8％）」。 
・選択肢に対して最も多く回答が得られた地域は、「工務店社員」：「北海道（58.6％）」、「外注常用（日

当制）」：「北海道（13.8％）」、「外注常用（坪請主体）」：「中国（25.2％）」、「その都度契約」：「四国

（5.9％）」、「元請として仕事」：「近畿（43.0％）」、「その他（アルバイト等）」：「四国（3.4％）」。

・選択肢に対して最も多く回答が得られた年代は、「工務店社員」：「10 代（81.4％）」、「外注常用（日

当制）」：「70 代以上（12.8％）」、「外注常用（坪請主体）」：「30 代（16.8％）」、「その都度契約」：「50
代（5.3％）」、「元請として仕事」：「70 代以上（66.0％）」、「その他（アルバイト等）」：「20 代（3.5％）」。

・選択肢に対して最も多く回答が得られた経験年数は、「工務店社員」：「5 年未満（75.4％）」、「外注

常用（日当制）」：「41～50 年（12.5％）」、「外注常用（坪請主体）」：「11～20 年（18.0％）」、「その

都度契約」：「21～30 年（4.8％）」、「元請として仕事」：「51 年以上（58.0％）」、「その他（アルバイ

ト等）」：「5 年未満（3.2％）」。

②就業規則

・就業規則が「無い（49.0％）」が最も多く、次いで「有る（27.7％）」、「不明（23.3％）」であった。 
・就業規則が「有る」と回答した割合が最も高い地域は「北海道（55.2％）」。一方「無い」と回答し

た割合が最も高い地域は「四国（58.0％）」。

・就業規則が「有る」と回答した割合が最も高い年代は「10 代（55.8%）」。一方「無い」と回答した

割合が最も高い年代は「40 代（57.3％）」。

・就業規則が「有る」と回答した割合が最も高い経験年数は「5 年未満（44.5％）」。一方「無い」と

回答した割合が最も高い経験年数は「11~20 年（58.6％）」。

・就業規則が「有る」と回答した割合が最も高い雇用形態は「工務店社員（44.3％）」。一方「無い」

と回答した割合が最も高い雇用形態は「その都度契約（69.9％）」。

③有給休暇

・有給休暇が「無い（60.6%）」が最も高く、次いで「不明（24.6％）」、「有る（14.8%）」であった。 
・有給休暇が「有る」と回答した割合が最も高い地域は「北海道（24.1%）」。一方「無い」と回答し

た割合が最も高い地域は「四国（65.5％）」。

・有給休暇が「有る」と回答した割合が最も高い年代は「10 代（41.9％）」。一方「無い」と回答した

割合が最も高い年代は「40 代（70.4％）」。

・有給休暇が「有る」と回答した割合が最も高い経験年数は「5 年未満（32.5％）」。一方「無い」と

回答した割合が最も高い経験年数は「11～20 年（74.3％）」。

・有給休暇が「有る」と回答した割合が最も高い雇用形態は「工務店社員（26.8％）」。一方「無い」

と回答した割合が最も高い雇用形態は「外注常用（坪請主体）（72.7％）」。

④年間就業日数

・平均年間就業日数は 262.63 日であった。また「不明（45.5％）」との回答が多かった。

・平均年間就業日数が最も多い地域は「中国（271.65 日）」。一方最も少ない地域は「東北（250.10
日）」。

・平均年間就業日数が最も多い年代は「30 代（270.90 日）」。一方最も少なかった年齢層は，「70 代

以上（192.50 日）」。

・平均年間就業日数が最も多い経験年数は「6～10 年（276.88 日）」。一方最も少ない経験年数は「51
年以上（202.88 日）」。
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・平均年間就業日数が最も多い雇用形態は「外注常用（坪請主体）（270.00 日）」。一方最も低い雇用

形態は「その他（アルバイト等）（236.67 日）」。

⑤保険等について

１）年金保険

・「国民年金（54.4%）」が最も多く，次いで「厚生年金（33.0%）」であった。また、年金保険につい

て「不明（13.8%）」との回答も一定数いる結果であった。 
・「国民年金」、「厚生年金」、「企業年金」に加入している割合の合計値が最も高い地域は「北海道

（93.1%）」。一方最も低い地域は「中国（84.5%）」。 
・選択肢に対し最も多く回答が得られた雇用形態は、「厚生年金」：「工務店社員（57.9％）」、「国民年

金」：「外注常用（坪請主体）（80.4％）」、「企業年金」：「元請として仕事（2.1％）」。

２）労働保険

・「労災保険（一人親方労災保険を含む）（59.9%（労災保険／30.7%、一人親方労災保険／29.2%））」

が最も多い。また、「雇用保険（21.0%）」であった。 
・選択肢に対して最も多く回答が得られた地域は、「雇用保険」：「北海道（58.6％）」、「労災保険」：「近

畿（38.2%）」、「一人親方労災保険」：「中部（39.7％）」。

・選択肢に対して最も多く回答が得られた雇用形態は、「雇用保険」：「工務店社員（42.7％）」、「労災

保険」：「元請として仕事（41.5％）」、「一人親方労災保険」：「外注常用（坪請主体）（64.7％）」。

３）健康保険

・「組合健康保険（建設国保）（35.6%）」が最も多く、次いで「国民健康保険（29.4%）」であった。 
・「国民健康保険」、「組合健康保険（建設国保）」、「組合保険（建設国保以外）」、「その他の健康保険」

に加入している割合の合計値が最も高かったのは「北海道（82.7％）」。一方最も低い地域は「東北

（61.6％）」。 
・選択肢に対し最も多く回答が得られた雇用形態は、「国民健康保険」：「その他（アルバイト等）

（40.9％）」、「組合健康保険（建設国保）」：「その都度契約（49.3%）」、「組合健康保険（建設国保以

外）」：「元請けとして仕事（4.4%）」、「その他の健康保険」：「工務店社員（5.8％）」。

⑥賃金の中に含まれ，自己負担となっているもの

・賃金の中に含まれ、自己負担となっているものの割合について、「大工」の合計値は、261.4%であ

った。その内訳は「手道具（69.2%）」が最も高く、次いで「電動工具（63.4％）」、「車（保険含む）

（51.9%）」、「ガソリン（51.7%）」であった。一方「クギ金物（25.2％）」は他の選択肢と比較して

低い。

・地域別では「四国（327.8％）」が最も高い。一方「近畿（215.8％）」が最も低い。

・年代別では「30 代（286.2％）」が最も高い。一方「10 代（188.4％）」が最も低い。

・経験年数別では「11~12 年（289.7％）」が最も高い。一方「5 年未満（185.8％）」が最も低い。

・雇用形態別では「外注常用（坪請主体）（441.1%）」が最も高い。一方「工務店社員（188.5％）」が

最も低い。
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⑦おおよその賃金（諸経費が含まれた１日あたりの平均単価）

・一日あたりのおおよその賃金の平均値は 15,240 円。

・平均賃金が最も高い地域は「近畿（17,013 円）」。一方最も低い地域は「東北（12,611 円）」。

・平均賃金が最も高い年代は「40 代（16,682 円）」。一方最も低い年代は「10 代（8,243 円）」。

・平均賃金が最も高い経験年数は「21~30 年（17,049 円）」。一方最も低い経験年数は「5 年未満（10,169
円）」。

・平均賃金が最も高い雇用形態は「外注常用（坪請主体）（17,718 円）」。一方最も低いのは「その他

（アルバイト等）（12,045 円）」。

（３）資格や技能について

①持っている資格

・「玉掛け技能講習修了者（45.2%）」が最も多く、次いで「木造建築物組立て作業主任者（39.8%）」、

「足場の組立て等作業主任者（39.8%）」であり、労働安全衛生法の技能講習取得割合が大きい。 
・持っている資格の割合の合計値が最も高い地域は「北海道（330.9％）」。一方最も低い地域は「四

国（196.7％）」。

・持っている資格の割合の合計値が最も高い年代は「70 代以上（376.5％）」。一方最も低い年代は「10
代（46.6％）」。 

・持っている資格の割合の合計値が最も高い経験年数は「51 年以上（378.1％）」。一方最も低い年代

は「5 年未満（98.0％）」。

・持っている資格の割合の合計値が最も高い雇用形態は「元請として仕事（317.6％）」。一方最も低

い雇用形態は「その他（アルバイト等）（177.0％）」。

・持っている資格の割合の合計値が最も高い賃金帯は「15,000~20,000 円未満（281.2%）」。一方最も

低い賃金帯は「8,000 円未満（123.9％）」。

②墨付けができますか

・「はい（67.8％）」、「いいえ（19.0％）」。

・「はい」と回答した割合が最も高い地域は「中部（73.8％）」。一方「いいえ」と回答した割合が最

も高い地域は「中国（29.8％）」。 
・「はい」と回答した割合が最も高い年代は「50 代（79.8％）」。一方「いいえ」と回答した割合が最

も高い年代は「20 代（46.9％）」。 
・「はい」と回答した割合が最も高い経験年数は「31～40 年（83.0％）」。一方「いいえ」と回答した

割合が最も高い経験年数は「5 年未満（49.5％）」。 
・「はい」と回答した割合が最も高い雇用形態は「元請けとして仕事（78.6％）」。一方「いいえ」と

回答した割合が最も高い雇用形態は「その他（アルバイト等）（50.0％）」。 
・「はい」と回答した割合が最も高い賃金帯は「25,000 円以上（79.7％）」。一方「いいえ」と回答し

た割合が最も高い賃金帯は「8,000~10,000 円未満（44.4％）」。 

③今でも手刻み加工の仕事を年 1 棟以上行っていますか（新築）

・「はい（19.3％）」、「いいえ（66.6%）」。

・「はい」と回答した割合が最も高い地域は「東北（28.4％）」。一方「いいえ」と回答した割合が最

も高い地域は「中国（74.4％）」。 
・「はい」と回答した割合が最も高い年代は「20 代（25.4％）」。一方「いいえ」と回答した割合が最

も高い年代は「40 代（73.9％）」。 
・「はい」と回答した割合が最も高い経験年数は「51 年以上（31.9％）」。一方「いいえ」と回答した

割合が高い経験年数は「11～20 年（74.3％）」。 
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・「はい」と回答した割合が最も高い雇用形態は「工務店社員（24.6％）」。一方「いいえ」と回答し

た割合が最も高い雇用形態は「外注常用（坪請主体）（82.2％）」。 
・「はい」と回答した割合が最も高い賃金帯は「10,000～15,000 円未満（24.4％）」。一方「いいえ」

と回答した割合が高い賃金帯は「25,000 円以上（79.7％）」。 

④今でも手刻み加工の仕事を年１棟以上行っていますか（増改築）

・「はい（41.3%）」、「いいえ（44.4%）」。

・「はい」と回答した割合が最も高い地域は「東北（48.1％）」。一方「いいえ」と回答した割合が最

も高い地域は「中国（54.7％）」。 
・「はい」と回答した割合が最も高い年代は「70 代以上（48.9％）」。一方「いいえ」と回答した割合

が最も高い年代は「10 代（69.8％）」。 
・「はい」と回答した割合が最も高い経験年数は「51 年以上（55.1％）」。一方「いいえ」と回答した

割合が最も高い経験年数は「5 年未満（55.2％）」。 
・「はい」と回答した割合が最も高い雇用形態は「元請として仕事（48.8％）」。「いいえ」と回答した

割合が最も高い雇用形態は「その他（アルバイト）（68.2％）」。 
・「はい」と回答した割合が最も高い賃金帯は「10,000～15,000 円未満（46.9％）」。「いいえ」と回答

した割合が最も高い賃金帯は「25,000 円以上（58.1％）」。 

⑤和室造作ができますか

・「はい（61.3%）」、「いいえ（24.9%）」。

・「はい」と回答した割合が最も高い地域は「中部（70.2％）」。一方「いいえ」と回答した割合が最

も高い地域は「中国（31.0％）」。 
・「はい」と回答した割合が最も高い年代は「50 代（78.9％）」。一方「いいえ」と回答した割合が最

も高い年代は「10 代（74.4％）」。 
・「はい」と回答した割合が最も高い経験年数は「31～40 年（82.0％）」。一方「いいえ」と回答した

割合が最も高い経験年数は「5 年未満（76.0％）」。 
・「はい」と回答した割合が最も高い雇用形態は「元請けとして仕事（75.0％）」。一方「いいえ」と

回答した割合が最も高い雇用形態は「その他（アルバイト等）（68.2％）」。 
・「はい」と回答した割合が最も高い賃金帯は「15,000～20,000 円未満（77.0％）」及び「25,000 円

以上（77.0％）」。一方「いいえ」と回答した割合が最も高い賃金帯は「8,000 円未満（67.1％）」。 

⑥2×4 工法の住宅の施工ができますか

・「はい（26.7%）」、「いいえ（57.8%）」。

・「はい」と回答した割合が最も高い地域は「北海道（37.9％）」。一方「いいえ」と回答した割合が

最も高い地域は「中部（61.3％）」。 
・「はい」と回答した割合が最も高い年代は「40 代（31.9％）」および「70 代以上（31.9％）」。一方 
「いいえ」と回答した割合が最も高い年齢層は「20 代（73.8％）」。 
・「はい」と回答した割合が最も高い経験年数は「51 年以上（33.3％）」。一方「いいえ」と回答した

割合が最も高い経験年数は「5 年未満（73.2％）」。 
・「はい」と回答した割合が最も高い雇用形態は「外注常用（坪請主体）（40.4％）」。一方「いいえ」

と回答した割合が最も高い雇用形態は「その他（アルバイト等）（77.3％）」。 
・「はい」と回答した割合が最も高い賃金帯は「25,000 円以上（44.6％）」。一方「いいえ」と回答し

た割合が最も高い賃金帯は「8,000 円未満（74.1％）」。 
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（４）仕事に対する満足度や今後の意向について

①現在の仕事の内容について満足していますか

・「満足している（62.0%）」、「満足していない（27.9%）」。

・「満足している」と回答した割合が最も高い地域は「九州・沖縄（70.6％）」。一方「満足していな

い」と回答した割合が最も高い地域は「北陸（41.1％）」。 
・「満足している」と回答した割合が最も高い年代は「10 代（67.5％）」。一方「満足していない」と

回答した割合が最も高い年代は「50 代（32.3％）」。 
・「満足している」と回答した割合が最も高い経験年数は「6～10 年（67.9％）」。一方「満足していな

い」と回答した割合が最も高い経験年数は「11～20 年（34.4％）」。 
・「満足している」と回答した割合が最も高い雇用形態は「その他（アルバイト）（72.7％）」。一方「満

足していない」と回答した割合が最も高い雇用形態は「その都度契約（39.7％）」。 
・「満足している」と回答した割合が最も高い賃金帯は「25,000 円以上（74.4％）」。一方「満足して

いない」と回答した割合が最も高い賃金帯は「8,000~10,000 円未満（30.6％）」。 

②現在の仕事で得られる収入等について満足していますか

・「満足している（38.8%）」、「満足していない（50.9%）」。

・「満足している」と回答した割合が最も高い地域は「九州・沖縄（45.4％）」。一方「満足していな

い」と回答した割合が最も高い地域は「北陸（59.4％）」。 
・「満足している」と回答した割合が最も高い年代は「70 代以上（44.7％）」。一方「満足していない」

と回答した割合が最も高い年代は「40 代（56.8％）」。 
・「満足している」と回答した割合が最も高い経験年数は「6～10 年（43.7％）」。一方「満足していな

い」と回答した割合が最も高い経験年数は「11～20 年（56.8％）」。 
・「満足している」と回答した割合が最も高い雇用形態は「工務店社員（43.2％）」。一方「満足して

いない」と回答した割合が最も高い雇用形態は「その他（アルバイト）（59.1％）」。 
・「満足している」と回答した割合が最も高い賃金帯は「25,000 円以上（52.7％）」。「満足していない」

と回答した割合が最も高い賃金帯は「8,000 円未満（55.3％）」。 

③今後何歳までお仕事を続けられる予定ですか

・「仕事が出来る限り続ける（49.7%）」が最も多く、次いで「65 歳で引退する（14.6%）」、「70 歳で

引退する（13.0%）」。 
・「仕事が出来る限り続ける」と回答した割合が最も高い地域は「中部（56.7％）」。一方最も低い地

域は「北海道（31.0％）」。 
・「仕事が出来る限り続ける」と回答した割合が最も高い年代は「20 代（67.3％）」。一方最も低い年

代は「60 代（31.2％）」。 
・「仕事が出来る限り続ける」と回答した割合が最も高い経験年数は「6～10 年（66.1％）」。一方最も

低い経験年数は「41～50 年（35.9％）」。 
・「仕事が出来る限り続ける」と回答した割合が最も高い雇用形態は「その他（アルバイト等）（68.2％）」。

一方最も低い雇用形態は「その都度契約（41.1％）」。 
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（５）担い手育成について

①現在，担い手（見習い等）の育成を行っていますか

・「現在は育てていないが、人材がいれば育てたい（38.2%）」が最も多く、次いで「現在は育ててい

ないし、今後も育てる予定はない（32.8%）」、「現在育てている（12.2%）」。 
・「現在育てている」と回答した割合が最も高い地域は「四国（16.0％）」及び「九州・沖縄（16.0％）」。 
・「現在育てている」と回答した割合が最も高い年代は「70 代以上（19.1％）」。 
・「現在育てている」と回答した割合が最も高い経験年数は「51 年以上（17.4％）」。 
・「現在育てている」と回答した割合が最も高い雇用形態は「元請として仕事（17.7％）」。 

②育成期間の担い手の立場

・「正社員（弟子として）（63.2%）」が最も多く、次いで「正社員（職業訓練校）（15.7%）」、「一人親

方等にあずける（弟子として）（11.9%）」。 
・「正社員（弟子として）」と回答した割合が最も高い地域は「関東（74.4％）」。次いで「近畿（66.7％）」、

「九州・沖縄（65.8％）」。また「正社員（職業訓練校）」と回答した割合が最も高い地域は「東北

（29.6％）」。次いで「北海道（25.0％）」、「九州・沖縄（21.1％）」。 
・「正社員（弟子として）」と回答した割合が最も高い年代は「70 代以上（88.9％）」。次いで「40 代

（69.2％）」、「30 代（65.6％）」。また「正社員（職業訓練校）」と回答した割合が最も高い年代は「10
代（50.0％）」。次いで「20 代（35.0％）」、「30 代（18.0％）」。 

・「正社員（弟子として）」と回答した割合が最も高い経験年数は「51 年以上（91.7％）」。次いで「11
～20 年（72.6％）」、「21～30 年（69.8％）」。また「正社員（職業訓練校）」と回答した割合が最も

高い経験年数は「5 年未満（47.1％）」。次いで「6～10 年（33.3％）」、「41～50 年（17.1％）」。 
・「正社員（弟子として）」と回答した割合が最も高い雇用形態は「元請けとして仕事（69.2％）」。次

いで「工務店社員（62.8％）」、「外注常用（日当制）（60.0％）」。また、「正社員（職業訓練校）」と

回答した割合が最も高い雇用形態は「外注常用（日当制）（40.0％）」。次いで「工務店社員（23.3％）」、

「元請けとして仕事（15.4％）」。 

③育成にかかる費用負担

・費用の負担について「有る（31.4%）」、「無い（18.0%）」であり、無回答などの「不明（50.6％）」

が多い。

・「有る」と回答した割合が最も高い地域は「関東（37.2％）」。一方「無い」と回答した割合が最も

高い地域は「北海道（25.0％）」。 
・「有る」と回答した割合が最も高い年代は「40 代（43.1％）」。一方「無い」と回答した割合が最も

高い年代は「20 代（55.0％）」。 
・「有る」と回答した割合が最も高い経験年数は「21～30 年（42.9％）」。一方「無い」と回答した割

合が最も高い経験年数は「5 年未満（52.9％）」。 
・「有る」と回答した割合が最も高い雇用形態は「外注常用（坪請主体）（48.6％）」。一方「無い」と

回答した割合が高い雇用形態は「その他（アルバイト等）（100.0％）」。 
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④なぜ育てる予定はないのか

・「将来の保障ができないため（37.9%）」が最も多く、次いで「費用がかかるため（23.8％）」、「人材

がいないため（19.7%）」。 
・育てる予定はない理由として回答した割合の合計値が最も高い地域は「東北（181.2％）」。いずれ

の地域においても「将来に保証ができないため」、「人材がいないため」の割合が高い。また地域差

はあるものの「費用がかかるため」、「新築が少ないため」の割合が総じて高い。

・育てる予定はない理由として回答した割合の合計値が最も高い年代は「50 代（175.7％）」。また「30
代」から「60 代」では「将来の保障ができないため」と回答した割合が高い。一方「70 代以上」

では「年齢のため（40.0％）」の割合が大きい。 
・育てる予定はない理由として回答した割合の合計値が最も高い経験年数は「21～30 年（190.0％）」。

また「将来の保障ができないため」と回答した割合は「21～30 年（51.3％）」、「31～40 年（45.8％）」

が他の年代と比較して高い。

・育てる予定はない理由として回答した割合の合計値が最も高い雇用形態は「元請けとして仕事

（188.3％）」。また「将来の保障ができないため」と回答した割合は「元請けとして仕事（47.6％）」、

「外注常用（坪請主体）（43.6％）」が他の雇用形態と比較して高い。

⑤担い手育成にかかる費用の公的補助について，１人／月当たりどの程度必要と考えますか

・「10 万円／月（27.9%）」で最も多く，次いで「15 万円／月（18.1%）」。

・各地域に共通して「10 万円/月」との割合が多い。

・年代別では「10 代」では「5 万円/月（23.3％）」の割合が多い。「20 代」から「70 代以上」の年齢

層では「10 万円/月」の割合が多い。

・各経験年数に共通して「10 万円/月」の割合が多い。

・各雇用形態に共通して「10 万円/月」の割合が多い。
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3 章 アンケート調査 集計結果 
1. 職種別集計

（１）職業等について

①年齢

・「大工」の平均年齢は 44.66 歳であった。前回調査（H28 年度）における「大工」の平均年齢（45.04
歳）と大きな変化はない。

・「40 代（26.3％）」が最も大きい。次いで「30 代（23.3%）」、「50 代（16.6%）」、「60 代（16.4%）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。

 

表 3.1.1 年齢（H29 年度） （割合％） 

図 3.1.1 年齢（H29 年度） 

図 3.1.1# 年齢（H28 年度） 

4,717 2.4 12.3 22.1 27.6 17.4 14.2 2.1 1.8 44.25

2,147 2.0 12.1 23.3 26.3 16.6 16.4 2.2 1.1 44.66

69 0.0 4.3 27.5 31.9 17.4 13.0 1.4 4.3 44.64

2,240 2.9 12.8 20.8 29.3 18.2 12.6 2.0 1.4 43.86
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②性別

・「大工」の性別は「男性（97.5％）」、「女性（0.5％）」（10 票）であった。

・「大工」における「女性」の割合は、「設備組立工」及び「その他」と比較して少ない。

・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。

表 3.1.2 性別（H29 年度） （割合％）

図 3.1.2 性別（H29 年度） 

図 3.1.2♯性別（H28 年度） 
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③職種の経験年数

・「大工」の経験年数は「11～20 年（23.5％）」が最も大きい。次いで「21～30 年（22.3％）」、「31 
～40 年（15.0％）」。 

・前回調査（H28 年度）と比較して、「大工」は 10 年以下が 44.8％から 22.4％に減少、31 年以上

が 16.7％から 31.3％に増加している。

表 3.1.3 職種の経験年数（H29 年度） （割合％） 

図 3.1.3 職種の経験年数（H29 年度） 

図 3.1.3♯職種の経験年数（H28 年度） 
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69 7.2 11.6 13.0 29.0 26.1 7.2 4.3 1.4 0.0
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④職種においてベテランだと思いますか．

・「大工」のベテラン度合いは「中堅（31.5％）」が最も大きい。次いで「ベテラン（19.5％）」、「や

やベテラン（19.3％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「設備組立工」における「ややベテラン」が減少しているもの

の、総じて大きな変化はない。

 

表 3.1.4 職種のベテラン度合（H29 年度） （割合％） 

 

 

図 3.1.4 職種のベテラン度合（H29 年度） 

図 3.1.4♯職種のベテラン度合（H28 年度） 
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（２）雇用形態について

①雇用形態（工務店等との）

・「大工」では「工務店社員（37.5％）」が最も大きい。次いで「元請として仕事（30.7％）」、「外注

常用（坪請主体）（12.8％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「大工」の「工務店社員」、「元請けとして仕事」が減少し、「外

注常用（坪請主体）」が増加している。

 

表 3.1.5 雇用形態（H29 年度） （割合％）

 

 

図 3.1.5 雇用形態（H29 年度） 

図 3.1.5♯雇用形態（H28 年度） 
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②就業規則

・「大工」では、就業規則が「有る（27.7％）」、「無い（49.0％）」であった。 
・就業規則が「有る」との回答は、「設備組立工（62.3%）」、「その他（58.5%）」であり、約 6 割と

なっている、

・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。

表 3.1.5 就業規則（H29 年度） （割合％）

図 3.1.5 就業規則（H29 年度） 

図 3.1.5♯就業規則（H28 年度） 
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③有給休暇

・「大工」では、有給休暇が「有る（14.8%）」、「無い（60.6%）」であった。 
・有給休暇が「有る」との回答は、「設備組立工（62.3%）」、「その他（52.8%）」であった。

・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。

表 3.1.7 有給休暇（H29 年度） （割合％） 

図 3.1.7 有給休暇（H29 年度） 

 

図 3.1.7♯有給休暇（H28 年度） 
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④年間就業日数

・平均年間就業日数は、「大工」が 262.63 日、「設備組立工」が 232.42 日、「その他」が 234.93 日

であり、「大工」が最も多い結果であった。

・大工では「300 日以上（25.2%）」が最も大きい。次いで「250 日~300 日未満（19.0％）」。

・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。

表 3.1.8 年間就業日数（H29 年度） （割合％） 

図 3.1.8 年間就業日数（H29 年度） 

 

図 3.1.8♯年間就業日数（H28 年度） 
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⑤保険等について

１）年金保険

・「大工」では「国民年金（54.4%）」が最も大きい。次いで「厚生年金（33.0%）」。 
・「設備組立工」では「厚生年金（66.7％）」、「国民年金（24.6%）」、その他では「厚生年金（63.1%）」、 
「国民年金（15.0%）」。 
・「大工」では「国民年金」が半数以上を占めているが、「大工」以外の職種では「厚生年金」が 6

割以上との結果であった。

・前回調査（H28 年度）と比較して「大工」は「厚生年金」が減少し、「国民年金」が増加してい

る。

図 3.1.9 年金保険（H29 年度） （割合％） 

図 3.1.9 年金保険（H29 年度） 

図 3.1.9♯年金保険（H28 年度） 
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２）労働保険

〇雇用保険

・「雇用保険」に加入しているとの回答は「大工（21.0%）」、「設備組立工（47.8%）」、「その他（47.7%）」。 
・雇用形態が工務店社員の「大工」は 37.5％（P.20 参照）であるが、雇用保険に加入している「大

工」は 21.0％となっている。

〇労災保険・一人親方労災保険

・「大工」では、「労災保険」、「一人親方労災保険」に加入している割合の合計が 59.9%（「労災保 
険（30.7%）」、「一人親方労災保険（29.2%）」）。 

・大工以外の職種では、「設備組立工」が 37.6%（「労災保険（24.6%）」、「一人親方労災保険（13.0%）」）、 
その他が 24.5%（「労災保険（19.6%）」、「一人親方労災保険（4.9%）」）であり、「大工」の「労災

保険等」への加入率は高い結果であった。

・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。

 

表 3.1.10 労働保険（H29 年度） （割合％） 

図 3.1.10 労働保険（H29 年度） 

図 3.1.10♯労働保険（H28 年度） 
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３）健康保険

・「大工」では加入している健康保険の割合は、「組合健康保険（建設国保）（35.6%）」が最も大き

い。次いで「国民健康保険（29.4%）」。 
・「設備組立工」では「組合健康保険（建設国保）（33.3%）」が最も大きい。次いで「国民健康保険

（24.6%）」。 
・「その他」では「国民健康保険（26.7％）」、「組合健康保険（建設国保）（16.1％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して、「設備組立工」で「国民健康保険」が減少し「組合健康保険

（建設国保）」が増加している。

 

表 3.1.11 健康保険（H29 年度） （割合％） 

図 3.1.11 健康保険（H29 年度） 

 

図 3.1.11♯健康保険（H28 年度） 
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⑥賃金の中に含まれ，自己負担となっているもの

・自己負担するものの割合の合計値は「大工（261.4%）」が最も大きい。次いで「設備組立工（104.2％）」、 
「その他（52.1％）」であり、「大工」は他の職種と比較して自己負担となっているものが多い。 
・「大工」では、自己負担となっているものとして「手道具（69.2%）」が最も多い。次いで「電動

工具（63.4％）」、「車（保険含む）（51.9%）」、「ガソリン（51.7%）」。一方「クギ金物（25.2％）」

は比較的少ない。

・前回調査（H28 年度）と比較して「大工」における選択肢の合計値が増加したものの、総じて大

きな変化はない。

 

表 3.1.12 自己負担となっているもの（H29 年度） （割合％） 

図 3.1.12.1 自己負担となっているもの（H29 年度） 

図 3.1.12.1♯自己負担となっているもの（H28 年度） 
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⑦おおよその賃金（諸経費が含まれた 1 日あたりの平均単価）

・一日あたりのおおよその賃金の平均値は「大工 15,240 円」、「設備組立工 15,373 円」、「その他

14,540 円」。

・大工では「15,000～20,000 円未満（35.2%）」が最も大きい。次いで「15,000～20,000 円未満

（35.2％）」、「10,000~15,000 円未満（31.2%）」。

・前回調査（H28 年度）と比較して「大工」の「15,000～20,000 円未満」が増加し、「10,000～15,000
円未満」は減少している。

・賃金の平均値が「大工」及び「設備組立工」で増加しているが、「その他」は減少している。

表 3.1.13 一日当たりのおおよその賃金（H29 年度） （割合％） 

図 3.1.13 一日当たりのおおよその賃金（H29 年度） 

図 3.1.13♯一日当たりのおおよその賃金（H28 年度） 
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（３）資格や技能について

①持っている資格

・「大工」では「玉掛け技能講習修了者（45.2%）」が最も大きい。次いで「木造建築物組立て作業

主任者（39.8%）」「足場の組立て等作業主任者（39.8%）」。また「2 級建築士（27.2％）」、「建築

大工技能士（1 級・2 級）（22.2％）」の取得割合が高い。 
・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。

 

表 3.1.14 持っている資格（H29 年度） （割合％） 

図 3.1.14 持っている資格（H29 年度） 

図 3.1.14♯持っている資格（H28 年度） 
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②大工職のみ回答 墨付けができますか．

・「はい（67.8%）」、「いいえ（19.0％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「はい」が減少、「いいえ」が増加している。

表 3.1.15 墨付け（H29 年度） （割合％） 

図 3.1.15 墨付け（H29 年度） 

 

図 3.1.15♯墨付け（H28 年度） 
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③大工職のみ回答 今でも手刻み加工の仕事を年 1 棟以上行っていますか．（新築） 
・「はい（19.3%）」、「いいえ（66.6%）」であり、3 分の 2 の大工は新築の手刻み加工の仕事を行っ

ていないという結果であった。

・前回調査（H28 年度）と比較して「はい」が減少、「いいえ」が増加している。

表 3.1.16 手刻み加工の仕事（新築）（H29 年度） （割合％） 

図 3.1.16 手刻み加工の仕事（新築）（H29 年度） 

図 3.1.16♯手刻み加工の仕事（新築）（H28 年度） 
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④大工職のみ回答 今でも手刻み加工の仕事を年１棟以上行っていますか．（増改築）

・「はい（41.3%）」、「いいえ（44.4%）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「はい」が減少、「いいえ」が増加している。

表 3.1.17 手刻み加工の仕事（増改築）（H29 年度） （割合％） 

図 3.1.17 手刻み加工の仕事（増改築）（H29 年度） 

 

図 3.1.17♯手刻み加工の仕事（増改築）（H28 年度） 
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⑤大工職のみ回答 和室造作ができますか．

・「はい（61.3%）」、「いいえ（24.9%）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「はい」が減少、「いいえ」が増加している。

表 3.1.18 和室造作（H29 年度） （割合％） 

図 3.1.18 和室造作（H29 年度） 

 

図 3.1.18♯和室造作（H28 年度） 
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⑥大工職のみ回答 2×4 工法の住宅の施工ができますか． 
・「はい（26.7%）」、「いいえ（57.8%）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。

表 3.1.19 2×4 工法の住宅の施工（H29 年度） （割合％）

図 3.1.19 2×4 工法の住宅の施工（H29 年度） 

図 3.1.19♯ 2×4 工法の住宅の施工（H28 年度） 
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（４）仕事に対する満足度や今後の意向について

①現在の仕事の内容について満足していますか．

・「大工」では「とても満足している（10.2%）」、「まあ満足している（51.8%）」の合計値が（62.0%）。

一方「あまり満足していない（22.3%）」、「満足していない（5.6%）」の合計値は（27.9%）であ

った。

・「設備組立工」、「その他」と比較して、「大工」は「とても満足している」及び「あまり満足して

いない」が大きい。

・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。

 

表 3.1.20 仕事の内容についての満足度（H29 年度） （割合％） 

図 3.1.20 仕事の内容についての満足度（H29 年度） 

図 3.20♯ 仕事の内容についての満足度（H28 年度） 
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②現在の仕事で得られる収入等について満足していますか．

・「大工」では「とても満足している（3.9%）」、「まあ満足している（34.9%）」の合計値が（38.8%）。

一方「あまり満足していない（35.5%）」、「満足していない（15.4%）」の合計値は（50.9%）であ

った。

・「大工」以外の職種では「あまり満足していない」、「満足していない」の合計値が「設備組立工

（40.5％）」、「その他（35.4％）」であり、「大工」と比較して少ない。 
・前回調査（H28 年度）と比較して、「大工」の「とても満足している」、「まあ満足している」の

合計値は増加している。また「あまり満足していない」、「満足していない」の合計値は減少して

いる。

表 3.1.21 収入等についての満足度（H29 年度） （割合％） 

図 3.1.21 収入等についての満足度（H29 年度） 

図 3.1.21♯収入等についての満足度（H28 年度） 
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③今後何歳までお仕事を続けられる予定ですか．

・「大工」では、「仕事が出来る限り続ける（49.7%）」が最も大きい。次いで「65 歳で引退する（14.6%）」、 
「70 歳で引退する（13.0％）」。 
・「仕事が出来る限り続ける」は「設備組立工（36.2％）」、「その他（30.4％）」であり，「大工」と

比較して低い結果であった。

・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。

 

表 3.1.22 何歳まで仕事を続ける予定か（H29 年度） （割合％） 

 

図 3.1.22 何歳まで仕事を続ける予定か（H29 年度） 

 

図 3.1.22♯何歳まで仕事を続ける予定か（H28 年度） 
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（５）担い手育成について

①現在，担い手（見習い等）の育成を行っていますか．

・「大工」では、「現在は育てていないが、人材がいれば育てたい（38.2%）」が最も大きい。次いで 
「現在は育てていないし、今後も育てる予定はない（32.8%）」、「現在育てている（12.2%）」。 
・「現在は育てていないし、今後も育てる予定はない」との回答について、「大工（32.8％）」、「設

備組立工（14.5％）」、「その他（13.3％）」であり、「大工」とそれ以外の職種で大きく差がある結

果であった。

・前回調査（H28 年度）と比較して、「大工」の「現在は育てていないし、今後も育てる予定はな

い」が増加している。

表 3.1.23 担い手の育成状況（H29 年度） （割合％） 

図 3.1.23 担い手の育成状況（H29 年度） 

 

図 3.1.23♯担い手の育成状況（H28 年度） 
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②「1.現在育てている」および「2.過去には育てた」のみ回答 
育成期間の担い手の立場

・「大工」では、「正社員（弟子として）（63.2%）」が最も大きい。次いで「正社員（職業訓練校）

（15.7％）」、「一人親方等にあずける（弟子として）（11.9%）」。 
・「大工」の育成期間の担い手の立場は、「正社員（職業訓練校・弟子として）（78.9％）」、「一人親

方等にあずける（職業訓練校・弟子として）（13.4％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「大工」の「正社員（職業訓練校）」が減少している。

表 3.1.24 育成期間の担い手の立場（H29 年度） （割合％） 

 

図 3.1.24 育成期間の担い手の立場（H29 年度） 

図 3.1.24♯育成期間の担い手の立場（H28 年度） 
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③「1.現在育てている」および「2.過去には育てた」のみ回答 
育成にかかる費用負担

・「大工」では「有る（31.4%）」、「無い（18.0%）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「大工」では「有る」「無い」共に増加している。また、「設

備組立工」では「有る」、「無い」共に減少している。

表 3.1.25 育成期間にかかる費用負担（H29 年度） （割合％） 

図 3.1.25 育成期間にかかる費用負担（H29 年度） 

図 3.1.25♯育成期間にかかる費用負担（H28 年度） 
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④「4.現在は育てていないし，今後も育てる予定はない」のみ回答 
なぜ育てる予定はないのか．

・「大工」では「将来の保障ができないため（37.9%）」が最も大きい。次いで「費用がかかるた

め（23.8%）」、「人材がいないため（19.7％）」。 
・「設備組立工」では「将来の保障ができないため（30.0％）」及び「人材がいないため（30.0％）」、

その他では「人材がいないため（25.5％）」が最も大きい。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「大工」では「費用がかかるため」が増加しているものの、

総じて大きな変化はない。

表 3.1.26 なぜ育てる予定はないのか（H29 年度） （割合％） 

図 3.1.26 なぜ育てる予定はないのか（H29 年度） 

図 3.1.26♯なぜ育てる予定はないのか（H28 年度） 
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⑤担い手育成にかかる費用の公的補助について，１人／月当たりどの程度必要と考えますか．

・「大工」では「10 万円／月（27.9%）」が最も大きい。次いで「15 万円／月（18.1%）」、「5 万円/
月（14.2％）」。また「設備組立工」、「その他」も同様の傾向となっている。 

・前回調査（H28 年度）と比較して、「設備組立工」では「10 万円/月」が増加している。

表 3.1.27 公的補助について，１人／月当たりどの程度必要か（H29 年度） （割合％） 

 

図 3.1.27 公的補助について，１人／月当たりどの程度必要か（H29 年度） 

図 3.1.27♯ 公的補助について，１人／月当たりどの程度必要か（H28 年度） 
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2. 地域別集計 
（１）職業等について 

①年齢 
・地域別の平均年齢は「四国（47.13 歳）」で最も高い。「中国（42.26 歳）」で最も低い。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「北海道」、「関東」、「北陸」、「中部」では平均年齢が上がって

いる。一方「東北」、「近畿」、「中国」、「四国」、「九州・沖縄」では平均年齢が下がっている。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
表 3.2.1 年齢(H29 年度) （割合％） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.1 年齢(H29 年度) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.1♯年齢(H28 年度)  
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合計 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 不明 平均

全体 2147 2.0 12.1 23.3 26.3 16.6 16.4 2.2 1.1 44.66

北海道 29 0.0 13.8 24.1 27.6 17.2 17.2 0.0 0.0 44.48

東北 289 2.8 13.1 28.4 23.2 15.2 15.2 1.4 0.7 43.16

関東 443 3.2 12.6 18.7 24.6 17.6 17.6 3.6 2.0 45.56

北陸 190 0.0 7.4 22.6 31.1 17.4 20.5 1.1 0.0 46.87

中部 416 2.2 11.1 22.1 26.4 17.5 18.8 1.2 0.7 45.16

近畿 165 0.0 13.9 12.1 34.5 24.2 10.9 3.0 1.2 45.63

中国 258 2.7 14.0 25.2 29.8 14.0 11.2 1.6 1.6 42.26

四国 119 0.0 10.1 25.2 21.0 17.6 22.7 2.5 0.8 47.13

九州・沖縄 238 2.1 13.0 33.2 21.8 10.9 14.7 3.4 0.8 42.87

(1)年齢

地
域

43



 

②性別 
・「女性」は「東北（1.0％）」、「中部（1.0％）」、「近畿（0.6％）」、「九州・沖縄（0.4％）」であった。 
・今年度の調査は「北海道」、「北陸」、「中国」、「四国」で「女性」との回答は得られなかった。 
・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

表 3.2.2 性別(H29 年度) （割合％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 3.2.2 性別(H29 年度) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.2♯性別(H28 年度)  
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合計 男 女 不明

全体 2147 97.5 0.5 2.0

北海道 29 100.0 0.0 0.0

東北 289 97.2 1.0 1.7

関東 443 97.1 0.2 2.7

北陸 190 98.9 0.0 1.1

中部 416 96.9 1.0 2.2

近畿 165 98.8 0.6 0.6

中国 258 98.1 0.0 1.9

四国 119 97.5 0.0 2.5

九州・沖縄 238 97.1 0.4 2.5

(2)性別

地
域
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③職種の経験年数 
・各地域に共通して「11～20 年」および「21～30 年」の割合が大きい。 
・各地域に共通して経験年数が「11～20 年」、「21～30 年」、「31～40 年」の合計値が 50％以上と

なっている。 
・「3 年未満」は「中国（10.9％）」が最も大きい。次いで「関東（10.2％）」、「東北（9.3％）」であ

った。 
・「41～50 年」は「北陸（20.5％）」が最も大きい。次いで「北海道（17.2％）」であった。 
・前回調査（H28 年度）と比較して各地域に共通して「6～10 年」が減少している。一方「21～30

年」が増加している。 
 

 

 
 
 
 
 
 

表 3.2.3 職種の経験年数(H29 年度) （割合％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 3.2.3 職種の経験年数(H29 年度) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.3♯職種の経験年数(H28 年度)  
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地
域

(4)職種の経験年数
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⑤職種においてベテランだと思いますか。 
・「ベテラン」は「北海道（24.1％）」が最も大きい。次いで「中部（21.4％）」、「関東（20.8％）」。 
・「ややベテラン」は「四国（25.2％）」が最も大きい。次いで「近畿（22.4％）」、「東北（20.8％）」。 
・「中堅」は「北海道（41.4％）」が最も大きい。次いで「北陸（37.4％）」、「近畿（33.9％）」。 
・「やや中堅」は「東北（14.9％）」が最も大きい。次いで「北陸（14.2％）」、「中国（13.2％）」。 
・「見習い」は「九州・沖縄」（18.1％）が最も大きい。次いで「東北（17.3％）」、「中国（17.1％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「北海道」では「やや中堅」、「見習い」が減少し、「中堅」、「ベ

テラン」、「ややベテラン」が増加している。その他の地域では全体的な構成に大きな変化はない。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2.4 職種のベテラン度合(H29 年度) （割合％） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 3.2.4 職種のベテラン度合(H29 年度) 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.4♯職種のベテラン度合(H28 年度)  
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九州・沖縄

ベテラン ややベテラン 中堅 やや中堅 見習い 不明

19.5

24.1

14.5

20.8

20.5

21.4

18.2

19.0

20.2

19.7

19.3

13.8

20.8

19.6

16.3

18.0

22.4

18.6

25.2

18.1

31.5

41.4

29.4

31.6

37.4

32.2

33.9

29.5

25.2

30.7

11.5

6.9

14.9

9.5

14.2

9.9

12.1

13.2

8.4

11.3

15.5

10.3

17.3

16.0

10.0

15.1

12.1

17.1

16.0

18.1

2.7

3.4

3.1

2.5

1.6

3.4

1.2

2.7

5.0

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

北海道

東北

関東

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州・沖縄

ベテラン ややベテラン 中堅 やや中堅 見習い 不明

合計 ベテラン ややベテ
ラン

中堅 やや中堅 見習い 不明

全体 2147 19.5 19.3 31.5 11.5 15.5 2.7

北海道 29 24.1 13.8 41.4 6.9 10.3 3.4

東北 289 14.5 20.8 29.4 14.9 17.3 3.1

関東 443 20.8 19.6 31.6 9.5 16.0 2.5

北陸 190 20.5 16.3 37.4 14.2 10.0 1.6

中部 416 21.4 18.0 32.2 9.9 15.1 3.4

近畿 165 18.2 22.4 33.9 12.1 12.1 1.2

中国 258 19.0 18.6 29.5 13.2 17.1 2.7

四国 119 20.2 25.2 25.2 8.4 16.0 5.0

九州・沖縄 238 19.7 18.1 30.7 11.3 18.1 2.1

(5)あなたのベテラン度合いについて

地
域
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（２）雇用形態について 

①雇用形態（工務店等との） 
・「工務店社員」は「北海道（58.6％）」が最も大きい。次いで「東北（56.1％）」、「九州・沖縄（39.5％）」。 
・「外注常用（日当制）」は「北海道（13.8％）」が最も大きい。次いで「中国（13.2％）」、「関東（11.7％）」。 
・「外注常用（坪請主体）」は「中国（25.2％）」が最も大きい。次いで「四国（24.4％）」、「北陸（18.9％）」。 
・「その都度契約」は「四国（5.9％）」が最も大きい。次いで「北陸（5.3％）」、「中国（5.0％）」。 
・「元請として仕事」は「近畿（43.0％）」が最も大きい。次いで「中部（38.7％）」、「九州・沖縄（34.5％）」。 
・「その他（アルバイト等）」は「四国（3.4％）」が最も大きい。次いで「近畿（1.8％）」、「九州・

沖縄（1.7％）。 
・前回調査（H28 年度）と比較して、「中国」では「外注常用（坪請主体）」が増加、「元請けとし

て仕事」が減少し、「外注常用（坪請主体）」が占める割合が高くなっている。また、「元請とし

て仕事」は「北陸」で減少、「四国」で減少と他の雇用形態と比較して一部の地域で大きく減少

している。 
 

 

 

 
 
 
 
 

表 3.2.5 雇用形態(H29 年度) （割合％） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.5 雇用形態(H29 年度) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.5♯雇用形態(H28 年度)  
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66.1

54.7

40.4

38.7

33.0

31.8

33.5

31.0

37.7

10.3

7.1

7.9

8.3

10.3

10.7

13.8

14.9

10.9

12.1

8.4

3.6

4.0

8.3

11.3

11.1

6.4

15.5

10.9

6.2

3.7

5.4

2.6

2.3

3.6

5.2

3.1

7.9

4.7

2.6

33.5

12.5

26.1

36.9

35.6

37.4

41.9

23.7

36.4

37.0

0.9

0.0

1.2

1.3

0.5

0.2

1.2

0.9

0.0

0.7

2.9

5.4

3.5

2.4

0.0

2.5

1.8

3.5

6.2

3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

北海道

東北

関東

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州・沖縄

工務店社員 外注常用（日当制） 外注常用（坪請主体） その都度契約 元請として仕事 その他（アルバイト等） 不明

37.5

58.6

56.1

36.3

38.9

31.0

35.8

30.6

26.1

39.5

10.5

13.8

9.7

11.7

6.3

10.3

10.9

13.2

9.2

9.7

12.8

6.9

5.2

12.0

18.9

11.8

4.8

25.2

24.4

7.6

3.4

0.0

0.3

3.4

5.3

3.6

1.8

5.0

5.9

3.8

30.7

10.3

23.2

32.1

26.3

38.7

43.0

19.8

27.7

34.5

1.0

0.0

1.0

0.5

0.5

0.5

1.8

1.2

3.4

1.7

4.0

10.3

4.5

4.1

3.7

4.1

1.8

5.0

3.4

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

北海道

東北

関東

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州・沖縄

工務店社員 外注常用（日当制） 外注常用（坪請主体） その都度契約 元請として仕事 その他（アルバイト等） 不明

合計 工務店社
員

外注常用
（日当制）

外注常用
（坪請主
体）

その都度
契約

元請とし
て仕事

その他（ア
ルバイト
等）

不明

全体 2147 37.5 10.5 12.8 3.4 30.7 1.0 4.0

北海道 29 58.6 13.8 6.9 0.0 10.3 0.0 10.3

東北 289 56.1 9.7 5.2 0.3 23.2 1.0 4.5

関東 443 36.3 11.7 12.0 3.4 32.1 0.5 4.1

北陸 190 38.9 6.3 18.9 5.3 26.3 0.5 3.7

中部 416 31.0 10.3 11.8 3.6 38.7 0.5 4.1

近畿 165 35.8 10.9 4.8 1.8 43.0 1.8 1.8

中国 258 30.6 13.2 25.2 5.0 19.8 1.2 5.0

四国 119 26.1 9.2 24.4 5.9 27.7 3.4 3.4

九州・沖縄 238 39.5 9.7 7.6 3.8 34.5 1.7 3.4

(6)あなたの雇用形態

地
域
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②就業規則 
・「有る」は「北海道（55.2％）」が最も大きい。次いで「東北（42.2％）」、「中国（30.2％）」。 
・「無い」は「四国（58.0％）」が最も大きい。次いで「近畿（55.2％）」、「関東（54.6％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「有る」との回答は「北海道」、「近畿」、「中国」、「北陸」、「東

北」で増加している。一方「関東」、「四国」、「九州・沖縄」「中部」で減少している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 3.2.6 就業規則(H29 年度) （割合％） 

 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 

図 3.2.6 就業規則(H29 年度) 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.6♯就業規則(H28 年度)  

29.2

44.6

41.8

27.9

27.3

28.4

15.9

25.0

20.2

27.8

50.0

14.3

34.9

53.2

55.2

53.1

64.2

55.4

58.1

47.6

20.8

41.1

23.3

18.8

17.5

18.6

19.9

19.6

21.7

24.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

北海道

東北

関東

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州・沖縄

有 無 不明

合計 有 無 不明

全体 2147 27.7 49.0 23.3

北海道 29 55.2 31.0 13.8

東北 289 42.2 35.3 22.5

関東 443 23.0 54.6 22.3

北陸 190 28.9 46.8 24.2

中部 416 25.5 51.0 23.6

近畿 165 24.2 55.2 20.6

中国 258 30.2 45.0 24.8

四国 119 16.0 58.0 26.1

九州・沖縄 238 23.9 51.3 24.8

(7)就業規則

地
域

27.7

55.2

42.2

23.0

28.9

25.5

24.2

30.2

16.0

23.9

49.0

31.0

35.3

54.6

46.8

51.0

55.2

45.0

58.0

51.3

23.3

13.8

22.5

22.3

24.2

23.6

20.6

24.8

26.1

24.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

北海道

東北

関東

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州・沖縄

有 無 不明
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③有給休暇 
・「有る」は「北海道（24.1％）」が最も大きい。次いで「東北（20.1％）」、「九州・沖縄（18.1％）」。 
・「無い」は「四国（65.5％）」が最も大きい。次いで「中国（64.3％）」、「近畿（63.3％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「有る」との回答は「九州・沖縄」、「近畿」、「中国」、「東北」

で増加しているが、その他の地域では減少している。 
 

 
 
 
 
 
 
 

表 3.2.7 有給休暇(H29 年度) （割合％） 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

図 3.2.7 有給休暇(H29 年度) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.7♯有給休暇(H28 年度)  

15.3

28.6

19.2

16.5

14.9

15.7

12.2

9.5

11.6

11.0

61.7

37.5

56.7

61.5

68.6

64.8

64.2

66.1

58.9

61.5

23.0

33.9

24.1

21.9

16.5

19.5

23.5

24.4

29.5

27.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

北海道

東北

関東

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州・沖縄

有 無 不明

合計 有 無 不明

全体 2147 14.8 60.6 24.6

北海道 29 24.1 58.6 17.2

東北 289 20.1 55.4 24.6

関東 443 13.3 61.4 25.3

北陸 190 12.6 57.4 30.0

中部 416 14.2 62.5 23.3

近畿 165 16.4 63.6 20.0

中国 258 12.4 64.3 23.3

四国 119 6.7 65.5 27.7

九州・沖縄 238 18.1 56.3 25.6

(8)有給休暇

地
域

14.8

24.1

20.1

13.3

12.6

14.2

16.4

12.4

6.7

18.1

60.6

58.6

55.4

61.4

57.4

62.5

63.6

64.3

65.5

56.3

24.6

17.2

24.6

25.3

30.0

23.3

20.0

23.3

27.7

25.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

北海道

東北

関東

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州・沖縄

有 無 不明

49



 

④年間就業日数 
・平均年間就業日数は「中国（271.65 日）」が最も多く、次いで「近畿（270.22 日）」、「九州・沖

縄（269.69 日）」。 
・平均年間就業日数は「東北（250.10 日）」が最も多く、次いで「北陸（253.67 日）」、「関東（262.24

日）」。 
・平均年間就業日数が最も多い地域と少ない地域では 21.55 日の差がみられた。また、平均年間就

業日数が 260 日未満（年間休日 105 日）の地域は「東北」、「北陸」のみであった。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「四国」、「中国」、「九州・沖縄」では平均年間就業日数が増加

しているが、その他の地域では減少している。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

表 3.2.8 年間就業日数(H29 年度) （割合％） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.8 年間就業日数(H29 年度) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.8♯年間就業日数(H28 年度)  
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16.1
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19.9

14.4

23.4
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15.0
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32.1

18.8

29.4

26.3

30.7

32.4

22.2

21.7

24.5

45.5

48.2

48.3

46.3

37.6

39.5

45.3

44.9

55.8

48.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

北海道

東北

関東

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州・沖縄

100日未満 100～150日未満 150～200日未満 200～250日未満 250～300日未満 300日以上 不明

合計 100日未
満

100～150
日未満

150～200
日未満

200～250
日未満

250～300
日未満

300日以
上

不明 平均

全体 2147 3.7 0.8 0.6 5.3 19.0 25.2 45.5 262.63

北海道 29 3.4 0.0 0.0 3.4 27.6 24.1 41.4 267.18

東北 289 5.2 0.0 1.0 6.9 21.1 17.6 48.1 250.10

関東 443 3.6 0.7 0.9 4.7 16.0 23.9 50.1 262.24

北陸 190 3.7 1.6 0.5 8.4 19.5 21.1 45.3 253.67

中部 416 4.8 0.5 0.5 4.8 23.8 26.2 39.4 262.25

近畿 165 1.8 2.4 0.0 3.6 16.4 30.9 44.8 270.22

中国 258 2.3 1.2 0.4 4.3 15.9 30.2 45.7 271.65

四国 119 4.2 0.8 0.0 7.6 17.6 26.9 42.9 263.50

九州・沖縄 238 2.5 0.4 0.4 4.2 18.5 27.7 46.2 269.69

(9)年間就業日数

地
域
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0.0

1.0

0.9

0.5

0.5

0.0

0.4

0.0

0.4

5.3

3.4

6.9

4.7

8.4

4.8

3.6

4.3

7.6

4.2

19.0

27.6

21.1

16.0

19.5

23.8

16.4

15.9

17.6

18.5

25.2

24.1

17.6

23.9

21.1

26.2

30.9

30.2

26.9

27.7

45.5

41.4

48.1

50.1

45.3

39.4

44.8

45.7

42.9

46.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

北海道

東北

関東

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州・沖縄

100日未満 100～150日未満 150～200日未満 200～250日未満 250～300日未満 300日以上 不明
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⑤保険等について 

１）年金保険 
・「厚生年金」、「国民年金」、「企業年金」の合計値が最も大きいのは「北海道（93.1%）」。次いで「近

畿（92.7％）」、「中部（92.6％）」。 
・「厚生年金」、「国民年金」、「企業年金」の合計値が最も小さいのは「中国（84.5%）」。次いで「九

州・沖縄（85.4％）」、「東北（86.7％）」。 
・「厚生年金」は「北海道（51.7％）」が最も大きい。次いで「東北（41.5％）」、「近畿（37.0％）」。 
・「国民年金」は「中部（61.5％）」が最も大きい。次いで「四国（60.5％）」、「北陸（57.4％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「四国」で「国民年金」との回答が増加している。 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

表 3.2.9 年金保険(H29 年度) （割合％） 

 

 
図 3.2.9 年金保険(H29 年度) 

 
 
 

 

 

 
 
 
 
 

図 3.2.9♯年金保険(H28 年度)  

36.6
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48.2

36.7

33.0
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24.8

29.4
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31.1
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38.6
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55.2
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44.2
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1.2
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0.9

0.4
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2.1
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1.9

0.8
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

北海道

東北

関東

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州・沖縄

厚生年金 国民年金 企業年金

合計 厚生年金 国民年金 企業年金 不明

全体 2147 33.0 54.4 1.0 13.8

北海道 29 51.7 41.4 0.0 13.8

東北 289 41.5 44.3 1.0 14.9

関東 443 31.6 54.4 0.7 14.9

北陸 190 32.6 57.4 0.5 10.0

中部 416 29.6 61.5 1.2 11.8

近畿 165 37.0 53.9 1.8 9.7

中国 258 28.7 55.4 0.4 17.4

四国 119 26.9 60.5 2.5 13.4

九州・沖縄 238 34.5 49.6 1.3 16.0

(10-1)加入している年金

地
域
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２）労働保険 
・「雇用保険」は「北海道（58.6％）」が最も大きい。次いで「東北（35.6％）」、「九州・沖縄（24.4％）」。 
・「労災保険」は「近畿（38.2%）」が最も大きい。次いで「関東（34.8％）」、「中部（32.7％）」。 
・「一人親方労災保険」は「中部（39.7%）」が最も大きい。次いで「中国（34.1％）」、「北陸（33.7％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「雇用保険」、「労災保険」、「一人親方労災保険」の合計値は「四

国」が最も小さかった。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

表 3.2.10 労働保険(H29 年度) （割合％） 

 

 
図 3.2.10 労働保険(H29 年度) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.10♯労働保険(H28 年度)  

合計 雇用保険 労災保険 一人親方
労災保険

不明

全体 2147 21.0 30.7 29.2 30.0

北海道 29 58.6 31.0 20.7 13.8

東北 289 35.6 30.1 16.3 33.6

関東 443 13.8 34.8 27.1 32.7

北陸 190 19.5 28.9 33.7 25.8

中部 416 17.3 32.7 39.7 23.6

近畿 165 19.4 38.2 26.1 31.5

中国 258 22.9 22.5 34.1 28.7

四国 119 10.1 18.5 31.9 41.2

九州・沖縄 238 24.4 31.5 23.5 31.9

(10-2)加入している労働保険

地
域

22.5

58.9

37.3

16.8

24.7

20.3

13.8

16.8

14.0

19.0

33.8

17.9

35.7

37.2

37.1

32.8

30.6

27.5

31.8

35.2

26.9

1.8

15.7

25.9

28.4

35.2

33.6

38.0

24.8

24.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

北海道

東北

関東

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州・沖縄

雇用保険 労災保険 一人親方労災保険
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３）健康保険 
・「国民健康保険」は「中部（34.6％）」が最も大きい。次いで「関東（34.1％）」、「近畿（30.9％）」。 
・「組合健康保険（建設国保）」は「北海道（48.3％）」が最も大きい。次いで「中国（47.3％）」、「北

陸（45.8％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「国民健康保険」は「中国」で大きく増加している。また「組

合健康保険（建設国保）」は「四国」で大きく増加している。 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

表 3.2.11 健康保険(H29 年度) （割合％） 

 

 
図 3.2.11 健康保険(H29 年度) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.11♯健康保険(H28 年度)  

29.4

21.4

28.2

31.0

23.7

34.7

33.0

22.8

30.2

26.0

36.5

30.4

27.4

36.3

46.4

35.8

37.9

54.7

29.5

34.4

3.4

7.1

4.6

3.2

4.6

2.3

2.1

2.2

6.2

3.3

4.3

10.7

6.1

4.1

6.2

3.1

3.7

1.3

4.7

4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

北海道

東北

関東

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州・沖縄

国民健康保険 組合健康保険（建設国保） 組合保険（建設国保以外） その他の健康保険

合計 国民健康
保険

組合健康
保険（建
設国保）

組合保険
（建設国
保以外）

その他の
健康保険

不明

全体 2147 29.4 35.6 3.0 4.1 28.6

北海道 29 24.1 48.3 6.9 3.4 17.2

東北 289 25.3 28.0 4.5 3.8 39.1

関東 443 34.1 31.6 3.2 4.5 26.9

北陸 190 15.3 45.8 3.7 4.7 31.1

中部 416 34.6 36.8 2.2 3.4 23.8

近畿 165 30.9 30.3 4.8 4.2 31.5

中国 258 29.1 47.3 0.0 3.5 21.3

四国 119 26.1 37.0 0.8 2.5 33.6

九州・沖縄 238 29.8 30.7 4.2 5.5 29.8

(10-3)加入している健康保険

地
域
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⑥賃金の中に含まれ，自己負担となっているもの 
・自己負担するものの割合の合計値は「四国（327.7％）」が最も大きい。次いで「中国（305.1％）」、

「北陸（284.3％）」。一方最も小さい合計値は「近畿（215.8％）」。 
・「全て所属する工務店等が負担」は「中部（19.2％）」が最も大きい。次いで「近畿（18.2％）」、

「関東（16.3％）」。一方最も小さい地域は「四国（5.0％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

表 3.2.12 自己負担となっているもの(H29 年度) （割合％） 

 

 
図 3.2.12 自己負担となっているもの(H29 年度) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.12♯自己負担となっているもの(H28 年度)  

69.8

82.1

73.0

63.3

73.2

71.5

68.2

78.5

60.5

69.2

63.0

73.2

62.8

53.7

70.1

64.9

65.1

73.7

65.9

62.3

21.0

1.8

6.4

23.3

26.8

28.5

22.9

31.0

20.9

21.2

49.1

66.1

45.6

40.9

54.6

53.3

51.4

61.4

48.1

49.5

47.8

57.1

45.1

38.5

54.6

49.6

51.7

60.1

52.7

49.8

0% 50% 100% 150% 200% 250% 300% 350%

全体

北海道

東北

関東

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州・沖縄

手道具 電動工具 クギ金物 車（保険含む） ガソリン

合計 手道具 電動工具 クギ金物 車（保険
含む）

ガソリン 全て所属
する工務
店等が負
担

不明

全体 2147 69.2 63.4 25.2 51.9 51.7 14.4 9.0

北海道 29 75.9 75.9 3.4 41.4 48.3 6.9 17.2

東北 289 77.2 69.6 9.7 51.9 50.5 8.0 7.6

関東 443 68.6 58.2 25.3 47.6 49.4 16.3 8.1

北陸 190 71.6 69.5 32.1 55.8 55.3 12.6 7.4

中部 416 64.7 59.4 28.6 51.7 51.7 19.2 11.1

近畿 165 57.6 55.2 19.4 43.0 40.6 18.2 13.3

中国 258 72.5 69.8 39.9 62.0 60.9 15.5 5.4

四国 119 78.2 77.3 36.1 68.1 68.1 5.0 7.6

九州・沖縄 238 66.0 58.0 17.6 45.4 44.1 13.4 10.9

(11)自己負担となっているもの

地
域
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⑦おおよその賃金（諸経費が含まれた１日あたりの平均単価） 
・平均賃金は「近畿（17,013 円）」が最も高く、「東北（12,611 円）」が最も低い。 
・「10,000～15,000 円未満」は「東北（56.4％）」が最も大きい。次いで「北海道（44.8％）」、「九

州・沖縄（40.8％）」。 
・「15,000～20,000 円未満」は「中部（45.0％）」が最も大きい。次いで「近畿（41.8％）」、「四国 
（41.2％）」。 

・前回調査（H28 年度）と比較して、総じて「8,000～10,000 円未満」が減少し、より高額の賃金

帯の割合が高くなっている。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

表 3.2.13 １日当たりのおおよその賃金(H29 年度) （割合％） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 3.2.13 １日当たりのおおよその賃金(H29 年度) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.13♯１日当たりのおおよその賃金(H28 年度)  
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66.1

56.7
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26.9
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45.1

33.8

7.1

13.0

37.2

38.7

43.3

51.7

44.6

26.4

27.5

9.2

3.6

2.1

15.0

4.6

14.4

13.1

9.2

2.3

2.6

2.3

1.8

0.8

3.7

2.6

2.9

2.8

1.9

0.8

1.1

5.7

1.8

5.8

7.4

4.1

4.4

4.3

4.7

7.8

6.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

北海道

東北

関東

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州・沖縄

8,000円未満 8,000～10,000円未満 10,000～15,000円未満 15,000～20,000円未満 20,000～25,000円未満 25,000円以上 不明

6.7

3.4

8.0

5.9

4.2

7.0

3.6

8.1

8.4

8.0

8.4

17.2

12.8

7.9

8.4

5.5

7.9

7.8

5.9

10.1

31.2

44.8

56.4

24.6

38.9

20.2

18.2

21.7

36.1

40.8

35.2

17.2

11.4

37.7

34.7

45.0

41.8

40.7

41.2

31.5

10.0

3.4

2.1

15.3

8.4

14.7

16.4

10.1

0.8

3.8

3.4

3.4

1.0

2.7

2.1

3.8

8.5

6.6

3.4

1.3

5.1

10.3

8.3

5.9

3.2

3.8

3.6

5.0

4.2

4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

北海道

東北

関東

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州・沖縄

8,000円未満 8,000～10,000円未満 10,000～15,000円未満 15,000～20,000円未満 20,000～25,000円未満 25,000円以上 不明

合計 8,000円未
満

8,000～
10,000円
未満

10,000～
15,000円
未満

15,000～
20,000円
未満

20,000～
25,000円
未満

25,000円
以上

不明

全体 2147 6.7 8.4 31.2 35.2 10.0 3.4 5.1

北海道 29 3.4 17.2 44.8 17.2 3.4 3.4 10.3

東北 289 8.0 12.8 56.4 11.4 2.1 1.0 8.3

関東 443 5.9 7.9 24.6 37.7 15.3 2.7 5.9

北陸 190 4.2 8.4 38.9 34.7 8.4 2.1 3.2

中部 416 7.0 5.5 20.2 45.0 14.7 3.8 3.8

近畿 165 3.6 7.9 18.2 41.8 16.4 8.5 3.6

中国 258 8.1 7.8 21.7 40.7 10.1 6.6 5.0

四国 119 8.4 5.9 36.1 41.2 0.8 3.4 4.2

九州・沖縄 238 8.0 10.1 40.8 31.5 3.8 1.3 4.6

(12)1日あたりのおおよその賃金

地
域
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（３）資格や技能について 

①持っている資格 
・持っている資格の割合の合計値は「北海道（331.0%）」が最も大きい、「四国（196.7%）」が最も

小さい。 
・「北海道」では，他地域と比較して「クレーン運転技能講習修了者」の割合が大きい。 
・前回調査（H28 年度）と比較して各地域の合計値に増減はある。また、前回調査でも「四国」は

最も小さい結果であったが、今年度調査では合計値が大きくなっている。 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

表 3.2.14 持っている資格(H29 年度) （割合％） 

 

 
図 3.2.14 持っている資格(H29 年度) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

図 3.2.14♯持っている資格(H28 年度)  

合計 1級建築
士

2級建築
士

木造建築
士

1級建築
施工管理
技士

2級建築
施工管理
技士

建築大工
技能士(1
級･2級)

枠組壁建
築技能士

職業訓練
指導員

増改築相
談員

足場の組
立て等作
業主任者

木造建築
物組立て
作業主任
者

玉掛け技
能講習修
了者

クレーン運
転技能講
習修了者

木材加工
用機械作
業主任者

不明

全体 2147 4.7 27.2 2.4 4.2 12.4 22.2 1.9 9.9 6.7 39.8 39.8 45.2 16.9 9.8 18.3

北海道 29 10.3 20.7 0.0 6.9 10.3 37.9 13.8 13.8 3.4 58.6 48.3 55.2 37.9 13.8 10.3

東北 289 2.4 20.1 2.4 2.1 12.8 29.1 1.7 15.6 4.8 37.0 39.4 51.2 24.6 7.3 17.3

関東 443 4.3 27.5 2.0 2.3 12.4 19.0 1.1 7.9 9.9 36.6 32.5 35.9 14.0 9.0 22.6

北陸 190 5.3 32.6 3.7 2.1 12.1 21.1 0.5 9.5 4.7 45.8 55.3 57.9 17.9 17.9 9.5

中部 416 5.3 27.9 1.7 3.1 12.3 29.8 1.9 18.3 5.8 44.2 42.8 54.1 21.4 18.0 14.4

近畿 165 9.7 31.5 3.6 13.3 17.0 14.5 1.8 2.4 9.1 35.8 28.5 29.1 12.7 6.7 23.0

中国 258 2.7 22.1 3.5 3.9 8.1 14.0 3.9 3.9 4.7 46.5 49.6 55.8 12.0 5.0 17.1

四国 119 5.0 32.8 1.7 3.4 7.6 16.0 0.8 0.8 5.0 36.1 42.9 32.8 7.6 4.2 21.8

九州・沖縄 238 4.6 30.7 2.1 8.0 16.8 22.7 1.7 8.4 7.6 31.9 30.7 34.5 14.3 3.4 22.3

地
域

(13)お持ちの資格
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1.3

5.2

5.7

2.8

7.3

1.6

1.8

4.2

8.9

3.7

3.6

1.5

3.8

4.9

3.8

2.3

8.8

13.7

14.3

17.4

11.5

11.9

13.0

19.6

8.9

10.1

13.9

22.9

32.1

32.6

17.4

33.5

28.9

13.8

19.3

6.2

17.2

2.0

3.6

2.1

1.7

0.5

2.1

1.2

2.5

2.3

3.3

11.2

7.1

20.6

7.9

14.4

14.9

5.5

6.6

3.9

4.8

7.0

3.6

6.4

8.8

7.2

6.9

7.0

6.6

4.7

5.1

36.8

39.3

36.7

36.9

41.8

42.1

29.4

48.4

20.2

25.3

38.5

32.1

45.6

33.7

53.6

42.7

25.7

50.9

25.6

25.3

43.3

69.6

50.8

33.1

62.9

51.5

27.2

51.9

31.8

34.1

18.2

46.4

28.4

14.9

16.5

22.6

10.4

12.0

9.3

10.6

10.5

5.4

9.6

10.1

20.1

18.0

6.1

11.4

1.6

1.8

0% 50% 100% 150% 200% 250% 300% 350%

全体

北海道

東北

関東

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州・沖縄

1級建築士 2級建築士 木造建築士 1級建築施工管理技士 2級建築施工管理技士

建築大工技能士(1級･2級) 枠組壁建築技能士 職業訓練指導員 増改築相談員 足場の組立て等作業主任者

木造建築物組立て作業主任者 玉掛け技能講習修了者 クレーン運転技能講習修了者 木材加工用機械作業主任者
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②大工職のみ回答 墨付けができますか。 
・「はい」は「中部（73.8％）」が最も大きい。次いで「北陸（71.1％）」、「東北（69.2％）」。 
・「いいえ」は「中国（29.8％）」が最も大きい。次いで「関東（20.3％）」、「北陸（18.9％」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して、「東北」、「関東」を除く地域で「はい」が減少している。ま

た「北海道」、「東北」、「九州・沖縄」を除く地域で「いいえ」が増加している。 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

表 3.2.15 墨付け(H29 年度) （割合％） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.15 墨付け(H29 年度) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.15♯墨付け(H28 年度)  

69.9

58.9

68.4

66.9

80.9

76.1

68.2

69.9

69.8

66.3

15.9

30.4

17.7
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13.9

14.0

9.8

16.5
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14.3

10.7

13.9

16.0

5.2

10.0

22.0

13.6

15.5

16.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

北海道

東北

関東

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州・沖縄

はい いいえ 不明

合計 はい いいえ 不明

全体 2147 67.8 19.0 13.2

北海道 29 58.6 6.9 34.5

東北 289 69.2 16.3 14.5

関東 443 68.6 20.3 11.1

北陸 190 71.1 18.9 10.0

中部 416 73.8 16.8 9.4

近畿 165 66.7 15.8 17.6

中国 258 57.0 29.8 13.2

四国 119 68.1 16.8 15.1

九州・沖縄 238 64.7 17.2 18.1

(14)①墨付けができますか

地
域

67.8

58.6

69.2

68.6

71.1

73.8

66.7

57.0

68.1

64.7

19.0

6.9

16.3

20.3

18.9

16.8

15.8

29.8

16.8

17.2

13.2

34.5

14.5

11.1

10.0

9.4

17.6

13.2

15.1

18.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

北海道

東北

関東

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州・沖縄

はい いいえ 不明
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③大工職のみ回答 今でも手刻み加工の仕事を年 1 棟以上行っていますか。（新築） 
・「はい」は「東北（28.4％）」が最も大きい。次いで「北海道（27.6％）」、「四国（24.4％）」。 
・「いいえ」は「中国（74.4％）」が最も大きい。次いで「関東（72.7％）」、「北陸（71.6％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「東北」、「近畿」、「四国」で「はい」の割合が増加している。

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

表 3.2.16 手刻み加工の仕事（新築）(H29 年度) （割合％） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.16 手刻み加工の仕事（新築）(H29 年度) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.16♯手刻み加工の仕事（新築）(H28 年度)  

合計 はい いいえ 不明

全体 2147 19.3 66.6 14.1

北海道 29 27.6 37.9 34.5

東北 289 28.4 55.7 15.9

関東 443 14.2 72.7 13.1

北陸 190 17.9 71.6 10.5

中部 416 20.7 70.4 8.9

近畿 165 20.0 60.0 20.0

中国 258 12.0 74.4 13.6

四国 119 24.4 59.7 16.0

九州・沖縄 238 20.2 60.9 18.9

(14)②新築の手刻み加工の仕事
を年１棟以上行っていますか
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④大工職のみ回答 今でも手刻み加工の仕事を年１棟以上行っていますか。（増改築） 
・「はい」は「東北（48.1％）」が最も大きい。次いで「近畿（47.3％）」、「九州・沖縄（46.6％）」。 
・「いいえ」は「中国（54.7％）」が最も大きい。次いで「関東（52.4％）」、「北陸（50.0％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「中国」における「はい」が大きく減少している。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

表 3.2.17 手刻み加工の仕事（増改築）(H29 年度) （割合％） 

 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

図 3.2.17 手刻み加工の仕事（増改築）(H29 年度) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.17♯手刻み加工の仕事（増改築）(H28 年度)  

合計 はい いいえ 不明

全体 2147 41.3 44.4 14.3

北海道 29 34.5 31.0 34.5

東北 289 48.1 36.0 15.9

関東 443 35.2 52.4 12.4

北陸 190 38.4 50.0 11.6

中部 416 45.9 44.7 9.4

近畿 165 47.3 33.9 18.8

中国 258 31.0 54.7 14.3

四国 119 41.2 41.2 17.6

九州・沖縄 238 46.6 34.5 18.9

(14)③増改築の手刻み加工の仕
事を年１棟以上行っていますか
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⑤大工職のみ回答 和室造作ができますか。 
・「はい」は「中部（70.2％）」が最も大きい。次いで「北陸（67.9％）」、「四国（61.3％）」。 
・「いいえ」は「中国（31.0％）」が最も大きい。次いで「東北（28.0％）」、「関東（27.1％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「北海道」、「関東」を除く地域で「はい」が減少している。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 3.2.18 和室造作(H29 年度) （割合％） 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

図 3.2.18 和室造作(H29 年度) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.18♯和室造作(H28 年度)  

合計 はい いいえ 不明

全体 2147 61.3 24.9 13.8

北海道 29 48.3 17.2 34.5

東北 289 56.1 28.0 15.9

関東 443 60.9 27.1 12.0

北陸 190 67.9 21.1 11.1

中部 416 70.2 20.7 9.1

近畿 165 58.8 21.2 20.0

中国 258 55.8 31.0 13.2

四国 119 61.3 21.8 16.8

九州・沖縄 238 56.7 26.1 17.2
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⑥大工職のみ回答 2×4 工法の住宅の施工ができますか。 
・「はい」は「北海道（37.9％）」が最も大きい。次いで「四国（33.6％）」、「中国（32.2％）」。 
・「いいえ」は「中部（61.3％）」が最も大きい。次いで「関東（60.5％）」、「北陸（60.5％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

表 3.2.19 2×4 工法の住宅の施工(H29 年度) （割合％） 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

図 3.2.19 2×4 工法の住宅の施工(H29 年度) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.19♯ 2×4 工法の住宅の施工(H28 年度)  

合計 はい いいえ 不明

全体 2147 26.7 57.8 15.4

北海道 29 37.9 27.6 34.5

東北 289 26.6 57.4 15.9

関東 443 25.5 60.5 14.0

北陸 190 24.7 60.5 14.7

中部 416 27.9 61.3 10.8

近畿 165 20.6 57.0 22.4

中国 258 32.2 53.5 14.3

四国 119 33.6 48.7 17.6

九州・沖縄 238 22.3 58.8 18.9

(14)⑤２×４工法の住宅の施工
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（４）仕事に対する満足度や今後の意向について 

①現在の仕事の内容について満足していますか。 
・「とても満足している」、「まあ満足している」の合計値は「九州・沖縄（70.6％）」が最も大きい。

次いで「中部（68.3％）」、「四国（66.7％）」。 
・「あまり満足していない」、「満足していない」の合計値は「北陸（41.1％）」が最も大きい。次い

で「中国（33.3％）」、「近畿（31.5％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「とても満足している」、「まあ満足している」の合計値が大き

く変動している地域は「北陸」で減少、「九州・沖縄」で増加であった。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

表 3.2.20 仕事の内容についての満足度(H29 年度) （割合％） 

 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

図 3.2.20 仕事の内容についての満足度(H29 年度) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.20♯仕事の内容についての満足度(H28 年度)  

合計 とても満
足してい
る

まあ満足
している

あまり満
足してい
ない

満足して
いない

不明

全体 2147 10.2 51.8 22.3 5.6 10.1

北海道 29 17.2 44.8 6.9 0.0 31.0

東北 289 8.0 56.1 20.4 3.8 11.8

関東 443 7.9 51.2 25.1 5.6 10.2

北陸 190 8.4 43.7 33.2 7.9 6.8

中部 416 12.7 55.5 19.0 6.5 6.3

近畿 165 9.1 46.1 24.8 6.7 13.3

中国 258 8.9 47.3 26.0 7.4 10.5

四国 119 13.4 53.8 20.2 4.2 8.4

九州・沖縄 238 14.3 56.3 13.9 2.9 12.6
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②現在の仕事で得られる収入等について満足していますか。 
・「とても満足している」、「まあ満足している」の合計値は「九州・沖縄（45.4％）」が最も大きい。

次いで「四国（45.3％）」、「北海道（44.8％）」。 
・「あまり満足していない」、「満足していない」の合計値は「北陸（59.5％）」が最も大きい。次い

で「中国（56.2％）」、「関東（56.0％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「とても満足している」、「まあ満足している」の合計値が大き

く変動している地域は「四国」、「九州・沖縄」で増加、「北海道」で減少であった。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

表 3.2.21 収入等についての満足度(H29 年度) （割合％） 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

図 3.2.21 収入等についての満足度(H29 年度) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.21♯収入等についての満足度(H28 年度) 

  

合計 とても満
足してい
る

まあ満足
している

あまり満
足してい
ない

満足して
いない

不明

全体 2147 3.9 34.9 35.5 15.4 10.3

北海道 29 6.9 37.9 20.7 3.4 31.0

東北 289 3.5 35.6 35.6 12.8 12.5

関東 443 2.7 31.2 38.6 17.4 10.2

北陸 190 4.2 30.0 36.8 22.6 6.3

中部 416 3.8 37.5 35.1 15.9 7.7

近畿 165 4.8 38.2 29.1 14.5 13.3

中国 258 3.1 30.6 38.4 17.8 10.1

四国 119 5.0 40.3 35.3 10.9 8.4

九州・沖縄 238 5.9 39.5 32.8 9.7 12.2
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③今後何歳までお仕事を続けられる予定ですか。 
・「仕事が出来る限り続ける」は「中部（56.7％）」が最も大きい。次いで「関東（51.5％）」、「東北

（51.2％）」であった。 
・各地域に共通して「仕事が出来る限り続ける」が最も大きい。次いで「65 歳で引退する」、「70

歳で引退する」となっている。 
・前回調査（H28 年度）と比較して各地域とも各選択肢における割合の変動はあるものの、回答の

構成について総じて大きな変化はない。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 3.2.22 何歳まで仕事を続ける予定か(H29 年度) （割合％） 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

図 3.2.22 何歳まで仕事を続ける予定か(H29 年度) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.22♯何歳まで仕事を続ける予定か(H28 年度)  
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10.4

7.4

7.2

12.7

11.2

10.1

13.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

北海道

東北

関東

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州・沖縄

60歳で引退する 65歳で引退する 70歳で引退する 75歳で引退する 仕事が出来る限り続ける 仕事がないため近々退職・引退する予定である 不明

合計 60歳で引
退する

65歳で引
退する

70歳で引
退する

75歳で引
退する

仕事が出
来る限り
続ける

仕事がな
いため
近々退
職・引退
する予定
である

不明

全体 2147 7.6 14.6 13.0 3.2 49.7 1.1 10.8

北海道 29 10.3 17.2 6.9 3.4 31.0 0.0 31.0

東北 289 8.3 13.8 10.7 0.7 51.2 1.7 13.5

関東 443 6.1 12.6 13.5 5.6 51.5 0.2 10.4

北陸 190 8.9 20.5 19.5 3.2 38.9 1.6 7.4

中部 416 6.5 11.8 14.4 2.6 56.7 0.7 7.2

近畿 165 10.3 16.4 11.5 1.2 45.5 2.4 12.7

中国 258 8.5 15.5 9.3 2.7 50.8 1.9 11.2

四国 119 8.4 17.6 16.8 5.0 41.2 0.8 10.1

九州・沖縄 238 7.1 15.5 11.3 3.4 49.2 0.4 13.0

(17)今後何歳までお仕事を続けられる予定ですか

地
域
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（５）担い手育成について 

①現在，担い手（見習い等）の育成を行っていますか。 
・「現在育てている」は「四国、九州・沖縄（16.0％）」が最も大きい。次いで「近畿（14.5％）」。 
・「現在は育てていないが、人材がいれば育てたい」は「九州・沖縄（41.6％）」が最も大きい。次

いで「東北（40.5％）、「関東（39.7％）」。 
・「現在は育てていないし，今後も育てる予定はない」は「北陸（44.7％）」が最も大きい。次いで

「四国（37.0％）」、「関東（35.9％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「現在育てている」、「現在は育てていないが、人材がいれば育

てたい」の合計値は各地域とも減少傾向にあり、特に「北海道」、「北陸」で大きく減少している。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

表 3.2.23 担い手の育成状況(H29 年度) （割合％） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.23 担い手の育成状況(H29 年度) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.23♯担い手の育成状況(H28 年度)  

15.3

25.0

17.1

14.5

18.0

15.5

14.7

11.1

13.2

15.4

39.4

41.1

42.2

36.8

38.7

37.0

36.7

39.6

44.2

45.8

28.4

19.6

22.7

30.0

33.0

33.7

28.4

33.5

27.9

20.5

16.9

14.3

18.0

18.7

10.3

13.8

20.2

15.8

14.7

18.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

北海道

東北

関東

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州・沖縄

現在育てている 現在は育てていないが、人材がいれば育てたい 現在は育てていないし、今後も育てる予定はない 不明

12.2

13.8

9.3

9.7

8.4

13.7

14.5

12.8

16.0

16.0

38.2

34.5

40.5

39.7

33.2

38.5

35.8

38.4

31.9

41.6

32.8

13.8

25.6

35.9

44.7

34.6

32.1

33.3

37.0

23.5

16.8

37.9

24.6

14.7

13.7

13.2

17.6

15.5

15.1

18.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

北海道

東北

関東

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州・沖縄

現在育てている 現在は育てていないが、人材がいれば育てたい 現在は育てていないし、今後も育てる予定はない 不明

合計 現在育て
ている

現在は育
てていな
いが、人
材がいれ
ば育てた
い

現在は育
てていな
いし、今後
も育てる
予定はな
い

不明

全体 2147 12.2 38.2 32.8 16.8

北海道 29 13.8 34.5 13.8 37.9

東北 289 9.3 40.5 25.6 24.6

関東 443 9.7 39.7 35.9 14.7

北陸 190 8.4 33.2 44.7 13.7

中部 416 13.7 38.5 34.6 13.2

近畿 165 14.5 35.8 32.1 17.6

中国 258 12.8 38.4 33.3 15.5

四国 119 16.0 31.9 37.0 15.1

九州・沖縄 238 16.0 41.6 23.5 18.9

(18)現在、担い手の育成を行っていますか

地
域
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②「1.現在育てている」および「2.過去には育てた」のみ回答 
育成期間の担い手の立場 
・「正社員（職業訓練校）」は「東北（29.6％）」が最も大きい。次いで「北海道（25.0％）」。 
・「正社員（弟子として）」は「関東（74.4％）」が最も大きい。次いで「近畿（66.7％）」。 
・「一人親方等にあずける（職業訓練校）」は「関東（4.7％）」が最も大きい。次いで「東北（3.7％）」。 
・「一人親方等にあずける（弟子として）」は「中国（21.2％）」が最も大きい。次いで「四国（21.1％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「正社員（職業訓練校）」及び「正社員（弟子として）」の合計

値は、「北海道」、「北陸」、「中部」、「近畿」で増加している。一方、「中国」では大きく減少して

いる。 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

表 3.2.24 育成期間の担い手の立場(H29 年度) （割合％） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.24 育成期間の担い手の立場(H29 年度) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.24♯育成期間の担い手の立場(H28 年度)  

合計 正社員
（職業訓
練校）

正社員
（弟子とし
て）

一人親方
等にあず
ける（職業
訓練校）

一人親方
等にあず
ける（弟子
として）

不明

全体 261 15.7 63.2 1.5 11.9 7.7

北海道 4 25.0 50.0 0.0 0.0 25.0

東北 27 29.6 55.6 3.7 7.4 3.7

関東 43 7.0 74.4 4.7 7.0 7.0

北陸 16 18.8 62.5 0.0 12.5 6.3

中部 57 17.5 57.9 1.8 10.5 12.3

近畿 24 8.3 66.7 0.0 12.5 12.5

中国 33 15.2 63.6 0.0 21.2 0.0

四国 19 5.3 57.9 0.0 21.1 15.8

九州・沖縄 38 21.1 65.8 0.0 10.5 2.6

(19)育成期間の担い手の立場

地
域
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0.9

8.6
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2.1
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9.3

0.0

3.6
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14.3

12.3

22.9

2.9

17.6

7.1

5.4

7.1

1.8

9.7

5.7

4.9

6.3

2.9

11.8

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

北海道

東北

関東

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州・沖縄

正社員（職業訓練校） 正社員（弟子として） 一人親方等にあずける（職業訓練校） 一人親方等にあずける（弟子として） 不明

15.7

25.0

29.6

7.0

18.8

17.5

8.3

15.2

5.3

21.1

63.2

50.0

55.6

74.4

62.5

57.9

66.7

63.6

57.9

65.8

1.5

0.0

3.7

4.7

0.0

1.8

0.0

0.0

0.0

0.0

11.9

0.0

7.4

7.0

12.5

10.5

12.5

21.2

21.1

10.5

7.7

25.0

3.7

7.0

6.3

12.3

12.5

0.0

15.8

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

北海道

東北

関東

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州・沖縄

正社員（職業訓練校） 正社員（弟子として） 一人親方等にあずける（職業訓練校） 一人親方等にあずける（弟子として） 不明
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③「1.現在育てている」および「2.過去には育てた」のみ回答 
育成にかかる費用負担 
・「有る」は「関東（37.2％）」が最も大きい。次いで「東北（37.0％）」。 
・「無い」は「北海道（25.0％）」が最も大きい。次いで「中国（24.2％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「有る」の割合が増加している地域が多いが、「北陸」、「中部」、 
「近畿」では減少している。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

表 3.2.25 育成期間にかかる費用負担(H29 年度) （割合％） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.25 育成期間にかかる費用負担(H29 年度) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.25♯育成期間にかかる費用負担(H28 年度)  

合計 有 無 不明

全体 261 31.4 18.0 50.6

北海道 4 25.0 25.0 50.0

東北 27 37.0 14.8 48.1

関東 43 37.2 14.0 48.8

北陸 16 31.3 18.8 50.0

中部 57 28.1 21.1 50.9

近畿 24 16.7 12.5 70.8

中国 33 33.3 24.2 42.4

四国 19 26.3 5.3 68.4

九州・沖縄 38 36.8 23.7 39.5

(20)育成期間にかかる費用の負
担を行っているか

地
域

27.4

14.3

25.9

28.3

42.9

29.6

33.3

14.3

17.6

23.8

14.3

21.4

17.9

15.0

2.9

11.1

12.5

20.0

11.8

14.3

58.4

64.3

56.3

56.6

54.3

59.3

54.2

65.7

70.6

61.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

北海道

東北

関東

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州・沖縄

有 無 不明

31.4

25.0

37.0

37.2

31.3

28.1

16.7

33.3

26.3

36.8

18.0

25.0

14.8

14.0

18.8

21.1

12.5

24.2

5.3

23.7

50.6

50.0

48.1

48.8

50.0

50.9

70.8

42.4

68.4

39.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

北海道

東北

関東

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州・沖縄

有 無 不明
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④「4.現在は育てていないし，今後も育てる予定はない」のみ回答 
なぜ育てる予定はないのか。 
・回答した割合の合計値は「東北（181.2％）」が最も大きく、次いで「関東（176.1％）」。 
・各地域に共通して「将来の保障ができないため」、「費用がかかるため」、「人材がいないため」、「新

築が少ないため」が占める割合が大きい。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「育てる自信がないため」が「北陸」、「近畿」を除く地域で増

加している。また「費用がかかるため」が「東北」、「関東」、「北陸」で増加している。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 3.2.26 なぜ育てる予定はないのか(H29 年度) （割合％） 

 
2.2.26 なぜ育てる予定はないのか(H29 年度) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.26♯なぜ育てる予定はないのか(H28 年度)  

合計 育てても、
一人前に
なると辞
めてしまう
ため

教えるの
が面倒な
ため

費用がか
かるため

言うことを
聞かない
ため

人材がい
ないため

育てる自
信がない
ため

将来の保
障ができ
ないため

年齢のた
め

仕事がプ
レカットの
ため

新築が少
ないため

その他 不明

全体 705 10.1 11.1 23.8 4.3 19.7 16.0 37.9 11.8 9.8 15.0 5.5 12.6

北海道 4 0.0 0.0 0.0 0.0 75.0 0.0 25.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0

東北 74 13.5 14.9 27.0 12.2 16.2 27.0 28.4 9.5 8.1 17.6 6.8 10.8

関東 159 11.3 10.7 26.4 2.5 24.5 15.1 39.6 15.1 9.4 17.0 4.4 8.8

北陸 85 7.1 11.8 22.4 1.2 15.3 8.2 38.8 14.1 14.1 15.3 1.2 14.1

中部 144 7.6 8.3 22.9 2.8 16.0 16.0 43.1 9.7 11.8 18.8 6.3 16.0

近畿 53 13.2 3.8 28.3 5.7 20.8 5.7 45.3 7.5 9.4 18.9 5.7 15.1

中国 86 9.3 15.1 25.6 4.7 19.8 19.8 31.4 9.3 9.3 8.1 10.5 14.0

四国 44 9.1 9.1 9.1 4.5 22.7 22.7 36.4 11.4 9.1 4.5 6.8 15.9

九州・沖縄 56 12.5 16.1 23.2 5.4 19.6 16.1 35.7 16.1 3.6 10.7 3.6 8.9

(21)なぜ育てる予定はないのですか

地
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2.1

4.7

2.8

1.1

2.8

13.9

1.8

21.1

45.5

21.5

18.8

29.7

17.6

23.7

18.9

11.1

32.1

11.4

18.2

12.8

12.8

10.9

13.1

10.8

6.6

11.1

5.4

38.5

27.3

29.5

37.6

35.9

39.8

49.5

47.2

25.0

41.1

13.3

9.1

17.4

11.1

14.1

9.7

12.9

17.9

16.7

12.5

8.3

9.1

11.4

7.3

9.4

6.3

7.5

7.5

19.4

5.4

18.7

9.1

18.1

16.7

17.2

19.9

23.7

17.0

19.4

23.2

2.8

0.0

2.7

3.8

1.6

2.3

3.2

2.8

2.8

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120% 140% 160% 180% 200%

全体

北海道

東北

関東

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州・沖縄

育てても、一人前になると辞めてしまうため 教えるのが面倒なため 費用がかかるため

言うことを聞かないため 人材がいないため 育てる自信がないため

将来の保障ができないため 年齢のため 仕事がプレカットのため

新築が少ないため その他
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⑤担い手育成にかかる費用の公的補助について，１人／月当たりどの程度必要と考えますか。 
・各地域に共通して「10 万円／月」が 2～3 割程度を占めており、最も多くなっている。 
・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

表 3.2.27 公的補助について，１人／月当たりどの程度必要か(H29 年度) （割合％） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 3.2.27 公的補助について，１人／月当たりどの程度必要か(H29 年度) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.27♯公的補助について，１人／月当たりどの程度必要か(H28 年度) 

合計 3万円/月 5万円/月 10万円/
月

15万円/
月

必要ない 不明

全体 2147 3.1 14.2 27.9 18.1 3.4 33.4

北海道 29 3.4 10.3 24.1 13.8 0.0 48.3

東北 289 3.1 15.6 24.9 13.1 3.1 40.1

関東 443 1.8 15.3 27.5 20.8 3.4 31.2

北陸 190 4.7 15.3 22.6 21.6 1.6 34.2

中部 416 3.6 16.1 30.3 16.3 2.9 30.8

近畿 165 1.8 9.7 36.4 18.8 3.6 29.7

中国 258 3.9 15.5 24.4 14.7 5.8 35.7

四国 119 3.4 5.9 31.9 21.8 1.7 35.3

九州・沖縄 238 2.9 12.2 28.6 21.0 4.2 31.1

(22)担い手の育成にかかる費用の公的補助はどの程度必要か
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29.3
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関東

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州・沖縄

3万円/月 5万円/月 10万円/月 15万円/月 必要ない 不明
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31.9

28.6
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21.8

21.0

3.4

0.0
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1.7

4.2
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48.3

40.1
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30.8
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35.3

31.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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北海道
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関東
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中部
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中国

四国

九州・沖縄

3万円/月 5万円/月 10万円/月 15万円/月 必要ない 不明

69



3. 年齢別集計

（１）職業等について

①職種の経験年数

・入職初期である「3 年未満」について、少数ではあるが「30 代」、「40 代」、「50 代」で回答がみ

られた。

・前回調査（H28 年度）と比較して各年代ともに「3 年未満」が減少している。また「6～10 年」

では主に「30 代」が減少している。

表 3.3.1 職種の経験年数（H29 年度） （割合％） 

図 3.3.1 職種の経験年数（H29 年度） 

図 3.3.1♯職種の経験年数（H28 年度） 
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②職種においてベテランだと思いますか。

・「ベテラン」は「70 代以上（53.2％）」が最も大きい。次いで「60 代（47.9％）」、「50 代（34.6％）」。 
・「ややベテラン」は「50 代（30.3％）」が最も大きい。次いで「60 代（27.8％）」、「40 代（23.8％）」。 
・「中堅」は「40 代（46.5％）」が最も大きい。次いで「30 代（44.5％）」、「50 代（28.7％）」。 
・「やや中堅」は「30 代（23.8％）」が最も大きい。次いで「20 代（20.0％）」、「40 代（9.2％）」。 
・「見習い」は「10 代（100％）」が最も大きい。次いで「20 代（68.1％）」、「30 代（12.8％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。

表 3.3.2 職種のベテラン度合（H29 年度） （割合％） 

図 3.3.2 職種のベテラン度合（H29 年度） 

図 3.3.2♯職種のベテラン度合（H28 年度） 
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（２）雇用形態について

①雇用形態（工務店等との）

・「工務店社員」は「10 代（81.4％）」が最も大きい。次いで「20 代（75.0％）」、「30 代（44.3％）」。 
・「外注常用（日当制）」は「70 代以上（12.8％）」が最も大きい。次いで「50 代（12.1％）」、「60
代（11.0％）」。 

・「外注常用（坪請主体）」は「30 代（16.8％）」が最も大きい。次いで「40 代（15.1％）」、「50 代

（14.0％）」。 
・「その都度契約」は「50 代（5.3％）」が最も大きい。次いで「30 代（3.8％）」。 
・「元請として仕事」は「70 代以上（66.0％）」が最も大きい。次いで「60 代（48.4％）」、「50 代

（41.0％）」。 
・「その他（アルバイト等）」は「20 代」（3.5％）」が最も大きい。 
・10 代～40 代までは「工務店社員」の割合が最も大きい。一方、50 代以上は「元請として仕事」

の割合が最も大きくなる。

・前回調査（H28 年度）と比較して「10 代」で「工務店社員」が増加している。また「その都度

契約」が「30 代」～「60 代」で増加している。

表 3.3.3 雇用形態（H29 年度） （割合％） 

図 3.3.3 雇用形態（H29 年度） 

図 3.3.3♯雇用形態（H28 年度） 
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②就業規則

・「有る」は「10 代（55.8％）」が最も大きい。次いで「20 代（41.2％）」。 
・「無い」は「40 代（57.3％）」が最も大きい。また「30 代」以上では 4～5 割以上が「無い」と回

答している。

・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。

表 3.3.4 就業規則（H29 年度） （割合％） 

図 3.3.4 就業規則（H29 年度） 

図 3.3.4♯就業規則（H28 年度） 
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③有給休暇

・「有る」は「10 代（41.9％）」が最も大きい。次いで「20 代（31.2％）」。 
・「無い」は「40 代（70.4％）」が最も大きい。次いで「30 代（68.3％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「有る」が「10 代」では減少、「20 代」では増加している。

表 3.3.5 有給休暇（H29 年度） （割合％） 

図 3.3.5 有給休暇（H29 年度） 

図 3.3.5♯有給休暇（H28 年度） 
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④年間就業日数

・平均年間就業日数は，「30 代（270.90 日）」が最も多く、次いで「40 代（270.84 日）」。一方「70
代以上（192.50 日）」が最も少なく、次いで「60 代（246.09 日）」であった。

・前回調査（H28 年度）と比較して「10 代」の平均年間就業日数が増加しているが、その他の年

代では減少している。

 

表 3.3.6 年間就業日数（H29 年度） （割合％） 

図 3.3.6 年間就業日数（H29 年度） 

図 3.3.6♯年間就業日数（H28 年度） 
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⑤賃金の中に含まれ，自己負担となっているもの

・自己負担となっているものの割合の合計値は「30 代（286.2％）」が最も大きい。次いで「50 代

（277.1％）」。

・「全て所属する工務店等が負担」は「40 代（16.7％）」が最も大きい。次いで「20 代（16.5％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して自己負担となっているものの割合の合計値は「30 代」以上で

増加、「20 代」以下で減少している。

 

表 3.3.7 自己負担となっているもの（H29 年度） （割合％） 

図 3.3.7 自己負担となっているもの（H29 年度） 

図 3.3.7♯自己負担となっているもの（H28 年度） 

68.3
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⑥おおよその賃金（諸経費が含まれた 1 日あたりの平均単価）

・平均の賃金は「40 代（16,682 円）」が最も高く、次いで「50 代（16,448 円）」であった。一方「10
代(8,243 円)」が最も低く、次いで「20 代（10,445 円）」であった。

・「50 代」、「60 代」では、「15,000～20,000 円未満」が半数程度となっている。 
・前回調査（H28 年度）と比較して 30 代～60 代で「15,000～20,000 円未満」が増加している。

 

表 3.3.8 １日当たりのおおよその賃金（H29 年度） （割合％） 

図 3.3.8 １日当たりのおおよその賃金（H29 年度） 

図 3.3.8♯１日当たりのおおよその賃金（H28 年度） 

3.6
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（３）資格や技能について

①持っている資格

・持っている資格の合計値は「70 代以上（376.5％）」が最も大きい。次いで「60 代」（328.4％）。

一方「10 代（46.6％）」が最も小さく、次いで「20 代（124.4％）」。 
・「10 代」では「玉掛け技能講習（23.3％）」が最も大きい。 
・「30 代」より上の年代では「2 級建築士」、「足場の組立て等作業主任者」、「木造建築物組立て

作業主任者」との回答が増加する。

・前回調査（H28 年度）と比較して「60 代」以下では全体的な構成に大きな変化はない。

表 3.3.9 持っている資格（H29 年度） （割合％） 

図 3.3.9 持っている資格（H29 年度） 

図 3.3.9♯持っている資格（H28 年度） 
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②大工職のみ回答 墨付けができますか。

・「はい」は「50 代（79.8％）」が最も大きい。「50 代」以上の年代では 8 割程度であった。また「20
代」以下でも 4 割程度が「はい」と回答している。 

・「いいえ」は「20 代（46.9％）」が最も大きい。また「20 代」以下は 4 割程度が「いいえ」と回

答している。

・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。

 

表 3.3.10 墨付け（H29 年度） （割合％） 

図 3.3.10 墨付け（H29 年度） 

図 3.3.10♯墨付け（H28 年度） 
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③大工職のみ回答 今でも手刻み加工の仕事を年 1 棟以上行っていますか。（新築） 
・「はい」は「20 代（25.4％）」が最も大きい。次いで「60 代（23.5％）」、「70 代（21.3％）」。 
・「いいえ」は「40 代（73.9％）」が最も大きい。次いで「10 代（72.1％）」、「30 代（70.3％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「20 代」以上の年代において「はい」が減少している。

 

表 3.3.11 手刻み加工の仕事（新築）（H29 年度） （割合％） 

図 3.3.11 手刻み加工の仕事（新築）（H29 年度） 

図 3.3.11♯手刻み加工の仕事（新築）（H28 年度） 

66.6
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④大工職のみ回答 今でも手刻み加工の仕事を年１棟以上行っていますか。（増改築）

・「はい」は「70 代以上（48.9％）」が最も大きい。次いで「60 代（43.9％）」、「50 代（43.5％）」。 
・「いいえ」は「10 代（69.8％）」が最も大きい。次いで「20 代（48.8％）」、「40 代（48.2％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「30 代」以上の年代で「はい」が減少している。

表 3.3.12 手刻み加工の仕事（増改築）（H29 年度） （割合％） 

図 3.3.12 手刻み加工の仕事（増改築）（H29 年度） 

図 3.3.12♯手刻み加工の仕事（増改築）（H28 年度） 

38.8
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⑤大工職のみ回答 和室造作ができますか。

・「はい」は「50 代（78.9％）」が最も大きい。次いで「60 代（77.1％）」、「70 代以上（74.5％）」。 
・「いいえ」は「10 代（74.4％）」が最も大きい。次いで「20 代（71.2％）」、「30 代（33.1％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「20 代」～「60 代」では「いいえ」が増加している。

表 3.3.13 和室造作（H29 年度） （割合％） 

図 3.3.13 和室造作（H29 年度） 

図 3.3.13♯和室造作（H28 年度） 
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⑥大工職のみ回答 2×4 工法の住宅の施工ができますか。 
・「はい」は「70 代以上、40 代（31.9％）」が最も大きい。次いで「50 代（30.6％）」。 
・「いいえ」は「20 代（73.8％）」が最も大きい。次いで「10 代（69.8％）」、「30 代（61.7％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「20 代」、「50 代」、「60 代」で「はい」が減少している。

 

表 3.3.14 2×4 工法の住宅の施工（H29 年度） （割合％） 

図 3.3.14 2×4 工法の住宅の施工（H29 年度） 

図 3.3.14♯ 2×4 工法の住宅の施工（H28 年度） 
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（４）仕事に対する満足度や今後の意向について

①現在の仕事の内容について満足していますか。

・「とても満足している」、「まあ満足している」の合計値は「10 代（67.5％）」が最も大きい。次い

で「20 代（65.0％）」、「40 代（64.9％）」。 
・「あまり満足していない」、「満足していない」の合計値は「50 代（32.3％）」が最も大きい。次い

で「40 代（29.0％）」、「30 代（28.8％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「10 代」で「とても満足している」が減少している。また「70

代以上」で「満足していない」が増加している。

 

表 3.3.15 仕事の内容についての満足度（H29 年度） （割合％） 

図 3.3.15 仕事の内容についての満足度（H29 年度） 

図 3.3.15♯仕事の内容についての満足度（H28 年度） 
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②現在の仕事で得られる収入等について満足していますか。

・「とても満足している」、「まあ満足している」の合計値は「70 代以上（44.7％）」が最も大きい。

次いで「30 代（40.1％）」、「20 代（39.7％）」。 
・「あまり満足していない」、「満足していない」の合計値は「40 代（56.8％）」が最も大きい。次い

で「50 代（52.8％）」、「30 代（50.9％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「あまり満足していない」は総じて減少している。

表 3.3.16 収入等についての満足度（H29 年度） （割合％） 

図 3.3.16 収入等についての満足度（H29 年度） 

図 3.3.16♯収入等についての満足度（H28 年度） 
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③今後何歳までお仕事を続けられる予定ですか。

・「仕事が出来る限り続ける」は「20 代（67.3％）」が最も大きい。次いで「10 代（65.1％）」、「30
代（54.7％）」。一方「60 代（31.2％）」が最も小さい。 

・「65 歳で引退する」は「30 代」～「50 代」までで「仕事ができる限り続ける」の次に大きな割

合を占める。

・「仕事がないため，近々退職・引退する予定である」は「30 代（2.4％）」で最も大きい。次いで

「70 代（2.1％）」であった。 
・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。

 
表 3.3.17 何歳まで仕事を続ける予定か（H29 年度） （割合％） 

図 3.3.17 何歳まで仕事を続ける予定か（H29 年度） 

図 3.3.17♯何歳まで仕事を続ける予定か（H28 年度） 
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（５）担い手育成について

①現在，担い手（見習い等）の育成を行っていますか。

・「現在育てている」は「70 代以上（19.1％）」が最も大きい。次いで「50 代（15.7％）」、「60 代

（13.3％）」。 
・「現在は育てていないが，人材がいれば育てたい」は「40 代（46.5％）」が最も大きい。次いで「30

代（45.7％）」、「20 代（39.6％）」。 
・「現在は育てていないし，今後も育てる予定はない」とは「50 代（43.0％）」が最も大きい。次い

で「60 代（38.5％）」、「40 代（32.6％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「20 代」以上で「現在は育てていないし、今後も育てる予定

はない」が増加している。

 
表 3.3.18 担い手の育成状況（H29 年度） （割合％） 

図 3.3.18 担い手の育成状況（H29 年度） 

図 3.3.18♯担い手の育成状況（H28 年度） 
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②「1.現在育てている」および「2.過去には育てた」のみ回答 
育成期間の担い手の立場

・「正社員（職業訓練校）」は「10 代（50.0％）」が最も大きい。次いで「20 代（35.0％）」、「30 代

（18.0％）」。 
・「正社員（弟子として）」は「70 代以上（88.9％）」が最も大きい。次いで「40 代（69.2％）」、「30

代（65.6％）」。 
・「一人親方等にあずける（職業訓練校）」は「10 代（50.0％）」が最も大きい。次いで「60 代（6.4％）」。 
・「一人親方等にあずける（弟子として）」は「30 代（16.4％）」が最も大きい。次いで「50 代（14.3％）」、

「40 代（12.3％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「正社員（職業訓練校）」及び「正社員（弟子として）」は総じ

て減少している。

表 3.3.19 育成期間の担い手の立場（H29 年度） （割合％） 

図 3.3.19 育成期間の担い手の立場（H29 年度） 

図 3.3.19♯育成期間の担い手の立場（H28 年度） 

88



③「1.現在育てている」および「2.過去には育てた」のみ回答 
育成にかかる費用負担（回答件数の少ない「10 代」を除く） 
・「有る」は「40 代（43.1％）」が最も大きい。次いで「30 代（39.3％）」、「70 代（33.3％）」。 
・「無い」は「20 代（55.0％）」が最も大きい、次いで「10 代（50.0％）」、「30 代（19.7％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「30 代」、「50 代」で「有る」が増加している。

表 3.3.20 育成期間にかかる費用負担（H29 年度） （割合％） 

図 3.3.20 育成期間にかかる費用負担（H29 年度） 

図 3.3.20♯育成期間にかかる費用負担（H28 年度） 

33.3
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④「4.現在は育てていないし，今後も育てる予定はない」のみ回答 
なぜ育てる予定はないのか。

・育てる予定がない理由として回答した割合の合計値は、「50 代（175.8％）」が最も大きく、次い

で「40 代（173.9％）」、「60 代（173.5％）」。

・「30 代」から「60 代」では「将来の保障ができないため」及び「人材がいないため」の割合が大

きい。また「60 代以上」では「年齢のため」の割合が大きい。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「70 代」では「将来の保障ができないため」及び「人材がい

ないため」が増加している。

表 3.3.21 なぜ育てる予定はないのか（H29 年度） （割合％） 

図 3.3.21 なぜ育てる予定はないのか（H29 年度） 

図 3.3.21♯なぜ育てる予定はないのか（H28 年度） 

8.3 8.3

3.6 8.6

3.3

3.3

6.6 6.6
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⑤担い手育成にかかる費用の公的補助について，１人／月当たりどの程度必要と考えますか。

・「5 万円/月」は「10 代（23.3％）」で多い。また、「20 代」から「70 代以上」の年齢層では「10
万円/月」が多い。 

・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。

表 3.3.22 公的補助について，１人／月当たりどの程度必要か（H29 年度） （割合％） 

図 3.3.22 公的補助について，１人／月当たりどの程度必要か（H29 年度） 

図 3.3.22♯公的補助について，１人／月当たりどの程度必要か（H28 年度） 
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4. 経験年数別集計 
（１）職業等について 

①職種においてベテランだと思いますか。 
・「ベテラン」は「51 年以上（60.9％）」が最も大きい。次いで「41～50 年（48.0％）」、「31～40 年

（38.7％）」。 
・「ややベテラン」は「31～40 年（31.6％）」が最も大きい。次いで「21～30 年（27.3％）」、「41～

50 年（27.0％）」。 
・「中堅」は「11～20 年（50.3％）」が最も大きい。次いで「21～30 年（47.2％）」、「6～10 年（34.5％）」。 
・「やや中堅」は「6～10 年（38.8％）」が最も大きい。次いで「11～20 年（19.2％）」、「5 年未満（13.9％）」。 
・「見習い」は「5 年未満（82.0％）」が最も大きい。次いで「6～10 年（18.2％）」、「11～20 年（4.8％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「51 年以上」で「ベテラン」との回答が増加している。 

 
 

 
 
 
 
 

 

 
表 3.4.1 職種のベテラン度合（H29 年度） （割合％） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.4.1 職種のベテラン度合（H29 年度） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.4.1♯職種のベテラン度合（H28 年度） 

合計 ベテラン ややベテ
ラン

中堅 やや中堅 見習い 不明

全体 2147 19.5 19.3 31.5 11.5 15.5 2.7

5年未満 317 0.0 0.0 2.8 13.9 82.0 1.3

6～10年 165 0.0 6.7 34.5 38.8 18.2 1.8

11～20年 505 6.5 15.4 50.3 19.2 4.8 3.8

21～30年 479 17.5 27.3 47.2 5.8 1.9 0.2

31～40年 323 38.7 31.6 23.5 2.5 0.9 2.8

41～50年 281 48.0 27.0 16.7 1.8 1.1 5.3

51年以上 69 60.9 24.6 11.6 0.0 0.0 2.9

(5)あなたのベテラン度合いについて

経
験
年
数

19.8

0.8

1.6

5.5

17.1

36.6

52.5

50.5

20.5

0.8

3.2

13.0

29.0

37.8

27.3

21.4

32.6

3.6

31.6

54.8

44.9

20.9

13.2

17.5

11.0

11.0

41.7

18.0

5.7

2.4

1.9

1.9

13.2

81.6

20.2

4.4

2.0

0.2

1.2

1.0

3.0

2.3

1.6

4.3

1.3

2.0

3.9

7.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

5年未満

6～10年

11～20年

21～30年

31～40年

41～50年

51年以上

ベテラン ややベテラン 中堅 やや中堅 見習い 不明

19.5

0.0

0.0

6.5

17.5

38.7

48.0

60.9

19.3

0.0

6.7

15.4

27.3

31.6

27.0

24.6

31.5

2.8

34.5

50.3

47.2

23.5

16.7

11.6

11.5

13.9

38.8

19.2

5.8

2.5

1.8

0.0

15.5

82.0

18.2

4.8

1.9

0.9

1.1

0.0

2.7

1.3

1.8

3.8

0.2

2.8

5.3

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

5年未満

6～10年

11～20年

21～30年

31～40年

41～50年

51年以上

ベテラン ややベテラン 中堅 やや中堅 見習い 不明
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（２）雇用形態について 

①雇用形態（工務店等との） 
・「工務店社員」は「5 年未満（75.4％）」が最も大きい。次いで「6～10 年（60.6％）」。 
・「外注常用（日当制）」は「41～50 年（12.5％）」が最も大きい。次いで「51 年以上（11.6％）」 
・「外注常用（坪請主体）」は「11～20 年（18.0％）」が最も大きい。次いで「21～30 年（15.9％）」。 
・「その都度契約」は「21～30 年（4.8％）」が最も大きい。次いで「11～20 年（4.6％）」。 
・「元請として仕事」は「51 年以上（58.0％）」が最も大きい。次いで「41～50 年（44.8％）」。 
・「その他（アルバイト等）」は「5 年未満（3.2％）」が最も大きい。次いで「6～10 年（2.4％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「51 年以上」以外の経験年数で「外注常用（坪請主体）」が増

加している。 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

表 3.4.2 雇用形態（H29 年度） （割合％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.4.2 雇用形態（H29 年度） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.4.2♯雇用形態（H28 年度）  

合計 工務店社
員

外注常用
（日当制）

外注常用
（坪請主
体）

その都度
契約

元請とし
て仕事

その他（ア
ルバイト
等）

不明

全体 2147 37.5 10.5 12.8 3.4 30.7 1.0 4.0

5年未満 317 75.4 9.8 1.9 0.3 5.7 3.2 3.8

6～10年 165 60.6 10.9 6.7 1.8 14.5 2.4 3.0

11～20年 505 37.6 10.5 18.0 4.6 24.8 0.8 3.8

21～30年 479 29.2 9.0 15.9 4.8 38.2 0.4 2.5

31～40年 323 21.7 11.1 13.9 3.7 44.6 0.6 4.3

41～50年 281 19.2 12.5 14.9 3.2 44.8 0.0 5.3

51年以上 69 14.5 11.6 5.8 2.9 58.0 0.0 7.2

(6)あなたの雇用形態

経
験
年
数

40.3
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5.0
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40.0
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0.9
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3.5

4.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
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6～10年

11～20年

21～30年

31～40年

41～50年

51年以上

工務店社員 外注常用（日当制） 外注常用（坪請主体） その都度契約 元請として仕事 その他（アルバイト等） 不明

37.5
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19.2

14.5

10.5

9.8

10.9

10.5

9.0
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12.5

11.6
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1.9

6.7

18.0

15.9
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0.3

1.8

4.6

4.8

3.7

3.2

2.9
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5.7

14.5
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3.2

2.4
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0.0
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工務店社員 外注常用（日当制） 外注常用（坪請主体） その都度契約 元請として仕事 その他（アルバイト等） 不明

93



 

 

②就業規則 
・「有る」は「5 年未満（44.5％）」が最も大きい。次いで「6～10 年（33.3％）」、「51 年以上（26.1％）」。 
・「無い」は「11~20 年（58.6％）」が最も大きい。また「6～10 年」以上では 4～5 割以上が「無

い」と回答している。 
・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

表 3.4.3 就業規則（H29 年度） （割合％） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.4.3 就業規則（H29 年度） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.4.3♯就業規則（H28 年度）  

合計 有 無 不明

全体 2147 27.7 49.0 23.3

5年未満 317 44.5 28.7 26.8

6～10年 165 33.3 49.1 17.6

11～20年 505 25.5 58.6 15.8

21～30年 479 20.9 57.8 21.3

31～40年 323 26.9 46.7 26.3

41～50年 281 22.8 44.8 32.4

51年以上 69 26.1 42.0 31.9

(7)就業規則

経
験
年
数

29.2

46.3

37.2

28.9

25.2

22.3

25.7

27.2

50.0

28.6

40.1

54.6

59.3

52.9

49.8

36.9

20.8

25.1

22.7

16.5

15.5

24.7

24.5

35.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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5年未満

6～10年

11～20年

21～30年

31～40年

41～50年

51年以上

有 無 不明
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49.1
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46.7

44.8

42.0
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26.8

17.6

15.8

21.3

26.3

32.4

31.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

5年未満

6～10年

11～20年

21～30年

31～40年

41～50年

51年以上

有 無 不明
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③有給休暇 
・「有る」は「5 年未満（32.5％）」が最も大きい。次いで「6～10 年（17.6％）」、「11～20 年（11.7％）」。 
・「無い」は「11~20 年（74.3％）」が最も大きい。次いで「21～30 年（68.5％）」、「6～10 年（66.7％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「有る」は減少しているものの、全体的な構成に大きな変化は

ない。 
 

 

表 3.4.4 有給休暇（H29 年度） （割合％） 

 

図 3.4.4 有給休暇（H29 年度） 

 

 

図 3.4.4♯有給休暇（H28 年度）  

合計 有 無 不明

全体 2147 14.8 60.6 24.6

5年未満 317 32.5 45.4 22.1

6～10年 165 17.6 66.7 15.8

11～20年 505 11.7 74.3 14.1

21～30年 479 10.6 68.5 20.9

31～40年 323 11.1 60.1 28.8

41～50年 281 10.7 44.5 44.8

51年以上 69 10.1 34.8 55.1

(8)有給休暇

経
験
年
数

14.8

32.5

17.6

11.7

10.6

11.1
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28.8

44.8

55.1
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41～50年

51年以上

有 無 不明
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12.6
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46.8

66.0
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51.9

38.8

23.0

21.7

16.6

15.4

17.7

30.2

37.3

48.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

5年未満

6～10年

11～20年

21～30年

31～40年

41～50年

51年以上

有 無 不明
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④年間就業日数 
・平均年間就業日数は「6～10 年（276.88 日）」が最も多く、次いで「11～20 年（271.57 日）」 
であった。一方「51 年以上（202.88 日）」が最も少なく、次いで「41～50 年（242.91 日）」 
であった。 

・前回調査（H28 年度）と比較して「51 年以上」で「300 日以上」が減少している。 
 

 
表 3.4.5 年間就業日数（H29 年度） （割合％） 

 

図 3.4.5 年間就業日数（H29 年度） 

 

 

図 3.4.5♯年間就業日数（H28 年度）  

合計 100日未
満

100～150
日未満

150～200
日未満

200～250
日未満

250～300
日未満

300日以
上

不明 平均

全体 2147 3.7 0.8 0.6 5.3 19.0 25.2 45.5 262.63

5年未満 317 4.7 1.6 0.3 2.5 12.0 22.7 56.2 254.22

6～10年 165 1.8 0.6 0.0 5.5 18.8 29.1 44.2 276.88

11～20年 505 3.6 0.6 0.2 3.6 20.8 32.7 38.6 271.57

21～30年 479 4.0 0.2 0.2 2.7 20.3 30.9 41.8 270.61

31～40年 323 3.1 0.6 0.9 7.4 21.1 20.7 46.1 259.12

41～50年 281 3.6 1.1 2.1 11.7 22.1 13.2 46.3 242.91

51年以上 69 5.8 2.9 0.0 13.0 11.6 4.3 62.3 202.88

(9)年間就業日数

経
験
年
数

3.7

4.7

1.8
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4.0
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13.0
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12.0
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20.8

20.3

21.1

22.1

11.6

25.2

22.7

29.1

32.7

30.9

20.7

13.2

4.3

45.5

56.2

44.2

38.6

41.8

46.1

46.3

62.3
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6～10年

11～20年

21～30年

31～40年

41～50年

51年以上

100日未満 100～150日未満 150～200日未満 200～250日未満 250～300日未満 300日以上 不明

2.9
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3.4
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0.8

2.3

1.2
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0.4

0.2
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0.0

0.0

0.4
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0.4

1.6
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4.9
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3.5

4.5

7.2

11.1

15.5

18.5
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20.4

16.7

21.5

22.5

12.6

26.2

26.1

30.0

31.1
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45.5

50.4

47.8

41.1
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

5年未満

6～10年

11～20年

21～30年
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51年以上

100日未満 100～150日未満 150～200日未満 200～250日未満 250～300日未満 300日以上 不明
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⑤賃金の中に含まれ、自己負担となっているもの 
・自己負担となっているものの割合の合計値は「11~12 年（289.7％）」が最も大きい。次いで 
「41～50 年（288.0％）」であった。 
・「全て所属する工務店等が負担」は「5 年未満（19.2％）」が最も大きい。次いで「21～30 年（15.7％）」 

   であった。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「自己負担となっているもの」の割合の合計値は総じて増加してい

る。 
 

 

表 3.4.6 自己負担となっているもの（H29 年度） （割合％） 

 

 

図 3.4.6 自己負担となっているもの（H29 年度） 

 

 

図 3.4.6♯自己負担となっているもの（H28 年度）  

合計 手道具 電動工具 クギ金物 車（保険
含む）

ガソリン 全て所属
する工務
店等が負
担

不明

全体 2147 69.2 63.4 25.2 51.9 51.7 14.4 9.0

5年未満 317 58.7 46.4 6.6 37.2 36.9 19.2 8.2

6～10年 165 72.1 60.6 13.9 50.3 49.1 12.1 9.1

11～20年 505 74.7 69.7 29.7 57.0 58.6 14.5 5.3

21～30年 479 70.8 67.4 31.1 53.9 52.4 15.7 8.1

31～40年 323 65.0 63.8 28.5 53.9 51.1 13.6 11.5

41～50年 281 74.4 67.3 30.6 56.6 59.1 10.0 11.0

51年以上 69 65.2 62.3 27.5 47.8 47.8 10.1 18.8

(11)自己負担となっているもの
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36.1

35.6

51.8

51.1

50.7

58.8

47.6

47.8

31.7

36.0

49.6

50.5

50.9

57.9

47.6

0% 50% 100% 150% 200% 250% 300% 350%

全体

5年未満

6～10年

11～20年

21～30年

31～40年

41～50年

51年以上

手道具 電動工具 クギ金物 車（保険含む） ガソリン
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⑥おおよその賃金（諸経費が含まれた 1 日あたりの平均単価） 
・平均賃金は「21～30 年（17,049 円）」が最も高く、次いで「31～40 年（16,704 円）」であった。 
 一方「5 年未満（10,169 円）」が最も低く、次いで「6～10 年（13,434 円）」であった。 
・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。 

 
 

 

表 3.4.7 １日当たりのおおよその賃金（H29 年度） （割合％） 

 

 

図 3.4.7 １日当たりのおおよその賃金（H29 年度） 

 

 

図 3.4.7♯１日当たりのおおよその賃金（H28 年度）  

合計 8,000円未
満

8,000～
10,000円
未満

10,000～
15,000円
未満

15,000～
20,000円
未満

20,000～
25,000円
未満

25,000円
以上

不明

全体 2147 6.7 8.4 31.2 35.2 10.0 3.4 5.1

5年未満 317 33.8 30.3 23.3 4.4 0.6 0.9 6.6

6～10年 165 2.4 18.8 52.1 14.5 4.8 3.6 3.6

11～20年 505 2.2 5.0 36.8 38.0 12.1 3.6 2.4

21～30年 479 0.6 2.9 26.9 42.2 18.0 4.4 5.0

31～40年 323 1.5 1.5 26.0 53.6 8.4 5.3 3.7

41～50年 281 2.8 2.1 32.0 44.1 8.9 2.5 7.5

51年以上 69 5.8 2.9 29.0 39.1 8.7 2.9 11.6

(12)1日あたりのおおよその賃金

経
験
年
数

6.7

33.8

2.4

2.2

0.6

1.5

2.8

5.8

8.4

30.3

18.8

5.0

2.9

1.5

2.1

2.9

31.2

23.3

52.1

36.8

26.9

26.0

32.0

29.0

35.2

4.4

14.5

38.0

42.2

53.6

44.1

39.1

10.0

0.6

4.8

12.1

18.0

8.4

8.9

8.7

3.4

0.9

3.6

3.6

4.4

5.3

2.5

2.9

5.1

6.6

3.6

2.4

5.0

3.7

7.5

11.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

5年未満

6～10年

11～20年

21～30年

31～40年

41～50年

51年以上

8,000円未満 8,000～10,000円未満 10,000～15,000円未満 15,000～20,000円未満 20,000～25,000円未満 25,000円以上 不明

6.2

37.6

5.3

1.1

1.3

1.4

2.8

3.9

7.7

31.5

13.0

5.2

2.9

2.4

3.2

2.9

35.2

18.4

57.1

44.8

28.5

31.0

35.9

35.0

33.8

3.3

13.8

34.1

43.0

45.1

42.4

38.8

9.2

0.5

3.6

8.0

14.2

13.5

8.8

9.7

2.3

0.5

0.0

2.6

4.9

1.6

0.7

1.9

5.7

8.2

7.3

4.1

5.2

5.0

6.3

7.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

5年未満

6～10年

11～20年

21～30年

31～40年

41～50年

51年以上

8,000円未満 8,000～10,000円未満 10,000～15,000円未満 15,000～20,000円未満 20,000～25,000円未満 25,000円以上 不明
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（３）資格や技能について 

①持っている資格 
・持っている資格の合計値は「51 年以上（378.1％）」が最も大きい。次いで「41～50 年（334.5％）」。 
一方「5 年未満（98.0％）」が最も小さく、次いで「6～10 年（170.9％）」。 
・「5 年未満」では「玉掛け技能講習（36.9％）」が最も多い。 

   ・「11～20 年」より上の経験年数では「2 級建築士」、「足場の組立て等作業主任者」、「木造建築物

組立て作業主任者」との回答が増加する。 
   ・前回調査（H28 年度）と比較して「5 年未満」の合計値が増加している。 

 

 
表 3.4.8 持っている資格（H29 年度） （割合％） 

 

 
 

図 3.4.8 持っている資格（H29 年度） 

 

 

図 3.4.8♯持っている資格（H28 年度）  

合計 1級建築
士

2級建築
士

木造建築
士

1級建築
施工管理
技士

2級建築
施工管理
技士

建築大工
技能士(1
級･2級)

枠組壁建
築技能士

職業訓練
指導員

増改築相
談員

足場の組
立て等作
業主任者

木造建築
物組立て
作業主任
者

玉掛け技
能講習修
了者

クレーン運
転技能講
習修了者

木材加工
用機械作
業主任者

不明

全体 2147 4.7 27.2 2.4 4.2 12.4 22.2 1.9 9.9 6.7 39.8 39.8 45.2 16.9 9.8 18.3

5年未満 317 0.9 7.6 0.6 1.6 4.7 11.7 0.0 0.3 0.9 11.0 6.6 36.9 13.6 1.6 45.1

6～10年 165 3.6 16.4 0.6 2.4 5.5 27.3 0.6 4.2 0.6 23.6 20.0 45.5 19.4 1.2 26.7

11～20年 505 4.4 29.1 1.2 5.3 12.9 21.4 1.4 5.3 5.0 43.6 42.6 54.1 14.1 6.7 12.1

21～30年 479 5.4 35.1 0.8 5.8 11.7 20.7 2.3 7.3 6.1 44.7 47.0 42.2 15.9 9.0 13.8

31～40年 323 8.7 33.7 5.0 4.0 19.5 21.4 2.5 10.5 11.1 50.2 52.6 44.9 19.5 13.9 11.5

41～50年 281 3.9 31.3 6.4 3.2 17.4 34.2 3.9 28.8 11.7 50.9 55.2 45.6 21.0 21.0 10.0

51年以上 69 7.2 30.4 7.2 5.8 14.5 31.9 4.3 40.6 23.2 60.9 50.7 43.5 24.6 33.3 10.1

(13)お持ちの資格

経
験
年
数

5.4

1.3

4.5

4.3

7.9

9.9

3.2

2.9

29.5

5.9

22.7

30.6

36.8

33.6

33.1

37.9

3.0

0.5

1.2

1.3

1.9

5.8

6.9

8.7

4.2

0.5

2.8

5.1

4.5

6.0

3.7

3.9

13.7

2.0

10.5

11.8

13.6

19.9

20.4

23.3

22.9

9.5

26.3

27.3

19.5

21.7

30.8

29.1

2.0

0.0

1.2

1.8

1.1

2.2

5.6

3.9

11.2

0.5

1.6

7.8

7.5

13.9

30.3

35.9

7.0

0.3

0.4

4.6

7.0

10.1

13.2

26.2

36.8

11.0

22.3

37.2

38.8

43.9

50.2

61.2

38.5

5.9

21.1

40.5

41.7

45.5

58.3

50.5

43.3

35.0

43.7

49.0

41.7

42.3

44.2

41.7

18.2

11.8

14.6

17.2

17.2

24.5

20.6

24.3

10.5

1.3

3.6

8.7

9.8

13.9

19.7

27.2

0% 50% 100% 150% 200% 250% 300% 350% 400% 450%

全体

5年未満

6～10年

11～20年

21～30年

31～40年

41～50年

51年以上

1級建築士 2級建築士 木造建築士 1級建築施工管理技士 2級建築施工管理技士

建築大工技能士(1級･2級) 枠組壁建築技能士 職業訓練指導員 増改築相談員 足場の組立て等作業主任者

木造建築物組立て作業主任者 玉掛け技能講習修了者 クレーン運転技能講習修了者 木材加工用機械作業主任者
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②大工職のみ回答 墨付けができますか。 
・「はい」は「31～40 年（83.0％）」が最も大きい。また経験年数 31 年以上では「はい」が 8 割以

上であった。 
・「いいえ」は「5 年未満（49.5％）」が最も大きい。次いで「6～10 年（33.3％）」、「11～20 年（24.2％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「5 年未満」及び「6～10 年」で「はい」が増加している。 

 

 
表 3.4.9 墨付け（H29 年度） （割合％） 

 

 

図 3.4.9 墨付け（H29 年度） 

 

 

図 3.4.9♯墨付け（H28 年度）  

合計 はい いいえ 不明

全体 2147 67.8 19.0 13.2

5年未満 317 35.3 49.5 15.1

6～10年 165 46.7 33.3 20.0

11～20年 505 67.9 24.2 7.9

21～30年 479 76.8 12.1 11.1

31～40年 323 83.0 3.1 13.9

41～50年 281 81.5 2.1 16.4

51年以上 69 81.2 0.0 18.8

(14)①墨付けができますか

経
験
年
数

67.8

35.3

46.7

67.9

76.8

83.0

81.5

81.2

19.0

49.5

33.3

24.2

12.1

3.1

2.1

0.0

13.2

15.1

20.0

7.9

11.1

13.9

16.4

18.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

5年未満

6～10年

11～20年

21～30年

31～40年

41～50年

51年以上

はい いいえ 不明

69.9

30.7

43.3

69.9

82.3

81.5

84.3

77.7

15.9

52.4

38.9

17.7

6.6

3.0

0.5

1.0

14.3

16.9

17.8

12.4

11.1

15.5

15.3

21.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

5年未満

6～10年

11～20年

21～30年

31～40年

41～50年

51年以上

はい いいえ 不明
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③大工職のみ回答 今でも手刻み加工の仕事を年 1 棟以上行っていますか。（新築） 
・「はい」は「51 年以上（31.9％）」が最も大きい。次いで「41～50 年（24.6％）」、「6～10 年（20.6％）」。 
・「いいえ」は「11～20 年（74.3％）」が最も大きい。次いで「21～30 年（70.1％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。 

 

 
表 3.4.10 手刻み加工の仕事（新築）（H29 年度） （割合％） 

 

 

図 3.4.10 手刻み加工の仕事（新築）（H29 年度） 

 

 

図 3.4.10♯手刻み加工の仕事（新築）（H28 年度）  

合計 はい いいえ 不明

全体 2147 19.3 66.6 14.1

5年未満 317 18.0 66.9 15.1

6～10年 165 20.6 61.2 18.2

11～20年 505 17.4 74.3 8.3

21～30年 479 18.4 70.1 11.5

31～40年 323 17.3 66.9 15.8

41～50年 281 24.6 55.5 19.9

51年以上 69 31.9 44.9 23.2

(14)②新築の手刻み加工の仕事
を年１棟以上行っていますか

経
験
年
数

19.3

18.0

20.6

17.4

18.4

17.3

24.6

31.9

66.6

66.9

61.2

74.3

70.1

66.9

55.5

44.9

14.1

15.1

18.2

8.3

11.5

15.8

19.9

23.2
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41～50年

51年以上

はい いいえ 不明

24.1

21.7

23.9

20.4

20.3

29.0

31.0

37.9

60.3

59.6

57.1

67.8

66.8

53.7

50.5

37.9

15.6

18.7

19.0

11.8

13.0

17.3

18.5

24.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

5年未満

6～10年

11～20年

21～30年

31～40年

41～50年

51年以上

はい いいえ 不明
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④大工職のみ回答 今でも手刻み加工の仕事を年１棟以上行っていますか。（増改築） 
・「はい」は「51 年以上（55.1％）」が最も大きい。次いで「31～40 年（44.9％）」、「41～50 年（43.1％）」。 
・「いいえ」は「5 年未満（55.2％）」が最も大きい。次いで「11～20 年（49.7％）」、「21～30年（44.9％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「41～50 年」以下で「はい」が減少している。 

 

 
表 3.4.11 手刻み加工の仕事（増改築）（H29 年度） （割合％） 

 

 

図 3.4.11 手刻み加工の仕事（増改築）（H29 年度） 

 

 

図 3.4.11♯手刻み加工の仕事（増改築）（H28 年度）  

合計 はい いいえ 不明

全体 2147 41.3 44.4 14.3

5年未満 317 29.7 55.2 15.1

6～10年 165 41.2 40.6 18.2

11～20年 505 42.2 49.7 8.1

21～30年 479 43.0 44.9 12.1

31～40年 323 44.9 39.6 15.5

41～50年 281 43.1 35.9 21.0

51年以上 69 55.1 21.7 23.2

(14)③増改築の手刻み加工の仕
事を年１棟以上行っていますか

経
験
年
数

41.3

29.7

41.2

42.2

43.0

44.9

43.1

55.1

44.4

55.2

40.6

49.7

44.9

39.6

35.9

21.7

14.3

15.1

18.2

8.1

12.1

15.5

21.0

23.2
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6～10年

11～20年

21～30年

31～40年

41～50年

51年以上

はい いいえ 不明

46.4

30.4

39.3

45.1

50.3

51.1

53.9

52.4

37.8

50.6

41.7

42.9

37.2

30.8

27.8

20.4

15.8

18.9

19.0

12.0

12.5

18.1

18.3

27.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

5年未満

6～10年

11～20年

21～30年

31～40年

41～50年

51年以上

はい いいえ 不明
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⑤大工職のみ回答 和室造作ができますか。 
・「はい」は「31～40 年（82.0％）」が最も大きい。また経験年数 21 年以上では「はい」が 8 割程

度であった。 
・「いいえ」は「5 年未満（76.0％）」が最も大きい。次いで「6～10 年（54.5％）」、「11～20 年（26.9％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。 

 

 
表 3.4.12 和室造作（H29 年度） （割合％） 

 

 

図 3.4.12 和室造作（H29 年度） 

 

 

図 3.4.12♯和室造作（H28 年度）  

合計 はい いいえ 不明

全体 2147 61.3 24.9 13.8

5年未満 317 7.6 76.0 16.4

6～10年 165 26.1 54.5 19.4

11～20年 505 64.4 26.9 8.7

21～30年 479 79.3 9.8 10.9

31～40年 323 82.0 4.0 13.9

41～50年 281 79.0 2.5 18.5

51年以上 69 79.7 0.0 20.3

(14)④和室造作ができますか

経
験
年
数

61.3

7.6

26.1

64.4

79.3

82.0

79.0

79.7

24.9

76.0

54.5

26.9

9.8

4.0

2.5

0.0

13.8

16.4

19.4

8.7

10.9

13.9

18.5

20.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

5年未満

6～10年

11～20年

21～30年

31～40年

41～50年

51年以上

はい いいえ 不明

64.7

9.2

29.6

68.5

79.1

80.5

82.2

75.7

20.0

73.1

51.0

18.8

7.8

3.2

1.4

1.9

15.3

17.6

19.4

12.7

13.1

16.3

16.4

22.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

5年未満

6～10年

11～20年

21～30年

31～40年

41～50年

51年以上

はい いいえ 不明
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⑥大工職のみ回答 2×4 工法の住宅の施工ができますか 
・「はい」は「51 年以上（33.3％）」が最も大きい。また経験年数 11 年以上では「はい」が 3 割程

度であった。 
・「いいえ」は「5 年未満（73.2％）」が最も大きい。次いで「6～10 年（61.8％）」、「11～20 年（60.6％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「はい」は「11～20 年」で増加している。一方「41～50 年」

では減少している。 
 

 
表 3.4.13 2×4 工法の住宅の施工（H29 年度） （割合％） 

 

 

図 3.4.13 2×4 工法の住宅の施工（H29 年度） 

 

 

図 3.4.13♯ 2×4 工法の住宅の施工（H28 年度）  

合計 はい いいえ 不明

全体 2147 26.7 57.8 15.4

5年未満 317 10.1 73.2 16.7

6～10年 165 18.8 61.8 19.4

11～20年 505 30.9 60.6 8.5

21～30年 479 32.4 54.9 12.7

31～40年 323 29.4 52.9 17.6

41～50年 281 28.8 49.5 21.7

51年以上 69 33.3 39.1 27.5

(14)⑤２×４工法の住宅の施工
ができますか

経
験
年
数

26.7

10.1

18.8

30.9

32.4

29.4

28.8

33.3

57.8

73.2

61.8

60.6

54.9

52.9

49.5

39.1

15.4

16.7

19.4

8.5

12.7

17.6

21.7

27.5
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41～50年

51年以上

はい いいえ 不明

26.7
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17.0

24.3

31.3

31.4
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18.9
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13.4
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26.2
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5年未満
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31～40年

41～50年

51年以上

はい いいえ 不明
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（４）仕事に対する満足度や今後の意向について 

①現在の仕事の内容について満足していますか。 
・「とても満足している」、「まあ満足している」の合計値は「6～10 年（67.9％）」が最も大きい。

次いで「5 年未満（66.6％）」、「21～30 年（65.8％）」。 
・「あまり満足していない」、「満足していない」の合計値は「11～20 年（34.4％）」が最も大きい。

次いで「31～40 年（32.2％）」、「21～30 年（26.3％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「41～50 年」以下で「まあ満足している」が増加している。 

 

 

表 3.4.14 仕事の内容についての満足度（H29 年度） （割合％） 

 

 

図 3.4.14 仕事の内容についての満足度（H29 年度） 

 

 

図 3.4.14♯仕事の内容についての満足度（H28 年度） 

  

合計 とても満
足してい
る

まあ満足
している

あまり満
足してい
ない

満足して
いない

不明

全体 2147 10.2 51.8 22.3 5.6 10.1

5年未満 317 16.1 50.5 18.3 4.4 10.7

6～10年 165 12.7 55.2 18.2 4.2 9.7

11～20年 505 7.3 51.7 25.5 8.9 6.5

21～30年 479 9.2 56.6 21.3 5.0 7.9

31～40年 323 8.0 49.2 27.2 5.0 10.5

41～50年 281 10.0 49.5 21.4 3.9 15.3

51年以上 69 18.8 42.0 15.9 4.3 18.8

(15)現在の仕事の内容について満足度

経
験
年
数

10.2

16.1

12.7

7.3

9.2

8.0

10.0

18.8

51.8

50.5

55.2

51.7

56.6

49.2

49.5

42.0

22.3

18.3

18.2

25.5

21.3

27.2

21.4

15.9

5.6

4.4

4.2

8.9

5.0

5.0

3.9

4.3

10.1

10.7

9.7

6.5

7.9

10.5

15.3

18.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

5年未満

6～10年

11～20年

21～30年

31～40年

41～50年

51年以上

とても満足している まあ満足している あまり満足していない 満足していない 不明

10.8

18.9

10.1

8.5

10.1

7.8

11.3

16.5

48.9

48.3

49.4

51.0

49.0

49.1

45.4

47.6

23.5

18.2

23.1

25.5

26.5

24.1

22.2

9.7

5.4

5.1

4.5

6.1

5.7

5.4

5.1

1.9

11.4

9.5

13.0

8.9

8.7

13.5

16.0

24.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

5年未満

6～10年

11～20年

21～30年

31～40年

41～50年

51年以上

とても満足している まあ満足している あまり満足していない 満足していない 不明
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②現在の仕事で得られる収入等について満足していますか。 
・「とても満足している」、「まあ満足している」の合計値は「6～10 年（43.7％）」が最も大きい。

次いで「51 年以上（43.4％）」、「5 年未満（41.3％）」。 
・「あまり満足していない」、「満足していない」の合計値は「11～20 年（56.8％）」が最も大きい。

次いで「21～30 年（56.8％）」、「31～40 年（51.1％）」。 
 ・前回調査（H28 年度）と比較して「41～50 年」以下で「とても満足している」、「まあ満足して

いる」の合計値が増加している。 

 

表 3.4.15 収入等についての満足度（H29 年度） （割合％） 

 

 

図 3.4.15 収入等についての満足度（H29 年度） 

 

 

図 3.4.15♯収入等についての満足度（H28 年度） 

  

合計 とても満
足してい
る

まあ満足
している

あまり満
足してい
ない

満足して
いない

不明

全体 2147 3.9 34.9 35.5 15.4 10.3

5年未満 317 8.5 32.8 27.1 20.2 11.4

6～10年 165 6.1 37.6 30.9 16.4 9.1

11～20年 505 4.0 32.5 37.6 19.2 6.7

21～30年 479 2.5 35.1 40.5 14.0 7.9

31～40年 323 1.9 36.2 37.2 13.9 10.8

41～50年 281 2.8 37.0 36.3 8.5 15.3

51年以上 69 1.4 42.0 27.5 7.2 21.7

(16)現在の仕事で得られる収入等について満足度

経
験
年
数

3.9

8.5

6.1

4.0

2.5

1.9

2.8

1.4
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37.6

32.5

35.1

36.2

37.0

42.0

35.5

27.1

30.9

37.6

40.5

37.2

36.3
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15.4

20.2

16.4

19.2
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8.5

7.2

10.3

11.4

9.1

6.7

7.9

10.8

15.3

21.7
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21～30年

31～40年

41～50年

51年以上

とても満足している まあ満足している あまり満足していない 満足していない 不明

4.1

7.4

3.6

4.0

3.8

2.8

3.2

3.9
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33.2

34.8

29.4

30.9
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29.2

42.7

38.1

28.9

34.8

43.5

40.9

37.4

37.5

23.3

15.5

21.2

13.8

14.8

16.0

14.9

14.4

5.8

11.1

9.2

13.0

8.3

8.3

13.1

15.7

24.3
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とても満足している まあ満足している あまり満足していない 満足していない 不明
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③今後何歳までお仕事を続けられる予定ですか。 
・「仕事が出来る限り続ける」は「6～10 年（66.1％）」が最も大きい。次いで「5 年未満（65.3％）」。

一方「41～50 年（35.9％）」が最も小さい。 
・「65 歳で引退する」は「31～40 年（20.7％）」が最も大きい。次いで「21～30 年（19.0％）」。 
・「70 歳で引退する」は「41～50 年（28.1％）」が最も大きい。次いで「31～40 年（24.1％）」。 
・「仕事がないため近々退職・引退する予定である」は「5 年未満（1.9％）」が最も大きい。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「51 年以上」で「75 歳で引退する」、「仕事が出来る限り 
続ける」が増加している。 

 

 

表 3.4.16 何歳まで仕事を続ける予定か（H29 年度） （割合％） 

 

 

図 3.4.16 何歳まで仕事を続ける予定か（H29 年度） 

 

 

図 3.4.16♯何歳まで仕事を続ける予定か（H28 年度） 

  

合計 60歳で引
退する

65歳で引
退する

70歳で引
退する

75歳で引
退する

仕事が出
来る限り
続ける

仕事がな
いため
近々退
職・引退
する予定
である

不明

全体 2147 7.6 14.6 13.0 3.2 49.7 1.1 10.8

5年未満 317 9.1 10.1 2.5 0.3 65.3 1.9 10.7

6～10年 165 7.9 10.9 4.8 1.2 66.1 0.0 9.1

11～20年 505 10.5 15.0 9.1 2.4 53.5 1.6 7.9

21～30年 479 11.7 19.0 11.3 1.0 47.6 1.3 8.1

31～40年 323 3.7 20.7 24.1 2.8 37.2 0.3 11.1

41～50年 281 0.0 10.0 28.1 8.9 35.9 0.7 16.4

51年以上 69 1.4 1.4 10.1 18.8 44.9 0.0 23.2

(17)今後何歳までお仕事を続けられる予定ですか
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24.1

28.1

10.1

3.2

0.3
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1.0
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60歳で引退する 65歳で引退する 70歳で引退する 75歳で引退する 仕事が出来る限り続ける 仕事がないため近々退職・引退する予定である 不明
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3.8

0.5

0.0
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8.6

3.9

11.6

3.3

3.2

5.9

8.6

19.9

29.2

16.5

3.2

1.0

0.8

0.6

1.7

2.8

11.3

16.5
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0.7
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（５）担い手育成について 

①現在、担い手（見習い等）の育成を行っていますか。 
・「現在育てている」は「51 年以上（17.4％）」が最も大きい。次いで「31～40 年（15.8％）」、「41

～50 年（14.6％）」。 
・「現在は育てていないが、人材がいれば育てたい」は「6～10 年（52.7％）」が最も大きい。次

いで「11～20 年（45.5％）」、「21～30 年（43.0％）」。 
・「現在は育てていないし、今後も育てる予定はない」は「31～40 年（40.6％）」が最も大きい。

次いで「41～50 年（38.1％）」、「21～30 年（33.0％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「41～50 年」以下で「現在は育てていないし、今後も育てる

予定はない」が増加している。 
 

 

表 3.4.17 担い手の育成状況（H29 年度） （割合％） 

 

 

図 3.4.17 担い手の育成状況（H29 年度） 

 

 

図 3.4.17♯担い手の育成状況（H28 年度）  

合計 現在育て
ている

現在は育
てていな
いが、人
材がいれ
ば育てた
い

現在は育
てていな
いし、今後
も育てる
予定はな
い

不明

全体 2147 12.2 38.2 32.8 16.8

5年未満 317 5.4 34.7 26.5 33.4

6～10年 165 9.1 52.7 22.4 15.8

11～20年 505 12.3 45.5 32.7 9.5

21～30年 479 13.2 43.0 33.0 10.9

31～40年 323 15.8 29.4 40.6 14.2

41～50年 281 14.6 24.9 38.1 22.4

51年以上 69 17.4 31.9 29.0 21.7

(18)現在、担い手の育成を行っていますか
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現在育てている 現在は育てていないが、人材がいれば育てたい 現在は育てていないし、今後も育てる予定はない 不明
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②「1.現在育てている」および「2.過去には育てた」のみ回答 
育成期間の担い手の立場 
・「正社員（職業訓練校）」は「5 年未満（47.1％）」が最も大きい。次いで「6～10 年（33.3％）」。 
・「正社員（弟子として）」は「51 年以上（91.7％）」が最も大きい。次いで「11～20 年（72.6％）」。 
・「一人親方にあずける（職業訓練校）」は「41～50 年以上（7.3％）」が最も大きい。次いで「5

年未満（5.9％）」。 
・「一人親方にあずける（弟子として）」は「11～20 年（17.7％）」が最も大きい。次いで「6

～10 年（13.3％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「11～20 年」から「41～50 年」で「正社員（職業訓練校）」

が減少している。 
 

 

表 3.4.18 育成期間の担い手の立場（H29 年度） （割合％） 

 

 

図 3.4.18 育成期間の担い手の立場（H29 年度） 

 

 

図 3.4.18♯育成期間の担い手の立場（H28 年度）  

合計 正社員
（職業訓
練校）

正社員
（弟子とし
て）

一人親方
等にあず
ける（職業
訓練校）

一人親方
等にあず
ける（弟子
として）

不明

全体 261 15.7 63.2 1.5 11.9 7.7

5年未満 17 47.1 35.3 5.9 5.9 5.9

6～10年 15 33.3 53.3 0.0 13.3 0.0

11～20年 62 9.7 72.6 0.0 17.7 0.0

21～30年 63 11.1 69.8 0.0 11.1 7.9

31～40年 51 13.7 56.9 0.0 9.8 19.6

41～50年 41 17.1 53.7 7.3 12.2 9.8

51年以上 12 8.3 91.7 0.0 0.0 0.0

(19)育成期間の担い手の立場

経
験
年
数
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③「1.現在育てている」および「2.過去には育てた」のみ回答 
育成にかかる費用負担 
・「有る」は「21～30年（42.9％）」が最も大きい。次いで「11～20年（40.3％）」、「5年未満（29.4％）」。 
・「無い」は「5 年未満（52.9％）」が最も大きい。次いで「6～10 年（40.0％）」、「11～20 年（17.7％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「5 年未満」、「21～30 年」、「31～40 年」で「有る」が増加

している。 
 

 

表 3.4.19 育成期間にかかる費用負担（H29 年度） （割合％） 

 

 

図 3.4.19 育成期間にかかる費用負担（H29 年度） 

 

 

図 3.4.19♯育成期間にかかる費用負担（H28 年度）  

合計 有 無 不明

全体 261 31.4 18.0 50.6

5年未満 17 29.4 52.9 17.6

6～10年 15 13.3 40.0 46.7

11～20年 62 40.3 17.7 41.9

21～30年 63 42.9 14.3 42.9

31～40年 51 21.6 11.8 66.7

41～50年 41 22.0 12.2 65.9

51年以上 12 25.0 8.3 66.7

(20)育成期間にかかる費用の負
担を行っているか

経
験
年
数
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④「4.現在は育てていないし、今後も育てる予定はない」のみ回答 
なぜ育てる予定はないのか。 
・育てる予定がない理由として回答した割合の合計値は、「21～30 年（190.0％）」が最も大きい。

次いで、「41～50 年（186.1％）」。 
・「将来の保障ができないため」は「5 年未満」、「51 年以上」以外の経験年数で最も割合が大き

い。 
・「費用がかかるため」は「11~20 年（29.7％）」が最も大きい。次いで「21～30 年（28.5％）」、

「31～40 年（27.5％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「6～10 年」以上で「費用がかかるため」が増加している。 

 

 

表 3.4.20 なぜ育てる予定はないのか（H29 年度） （割合％） 

 
図 3.4.20 なぜ育てる予定はないのか（H29 年度） 

 
図 3.4.20♯なぜ育てる予定はないのか（H28 年度）  

合計 育てても、
一人前に
なると辞
めてしまう
ため

教えるの
が面倒な
ため

費用がか
かるため

言うことを
聞かない
ため

人材がい
ないため

育てる自
信がない
ため

将来の保
障ができ
ないため

年齢のた
め

仕事がプ
レカットの
ため

新築が少
ないため

その他 不明

全体 705 10.1 11.1 23.8 4.3 19.7 16.0 37.9 11.8 9.8 15.0 5.5 12.6

5年未満 84 2.4 9.5 6.0 0.0 14.3 26.2 7.1 14.3 3.6 3.6 13.1 21.4

6～10年 37 5.4 21.6 21.6 2.7 16.2 24.3 29.7 5.4 8.1 8.1 13.5 8.1

11～20年 165 10.3 14.5 29.7 4.2 20.0 18.2 38.2 1.2 6.7 12.7 5.5 11.5

21～30年 158 15.2 12.7 28.5 7.6 20.3 15.8 51.3 3.2 10.1 21.5 3.8 9.5

31～40年 131 13.0 9.9 27.5 3.8 21.4 13.7 45.8 13.7 8.4 16.8 3.1 12.2

41～50年 107 7.5 4.7 20.6 4.7 23.4 7.5 39.3 33.6 22.4 19.6 2.8 10.3

51年以上 20 5.0 0.0 10.0 0.0 15.0 5.0 15.0 40.0 5.0 10.0 5.0 30.0

(21)なぜ育てる予定はないのですか
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育てても、一人前になると辞めてしまうため 教えるのが面倒なため 費用がかかるため

言うことを聞かないため 人材がいないため 育てる自信がないため

将来の保障ができないため 年齢のため 仕事がプレカットのため

新築が少ないため その他
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⑤担い手育成にかかる費用の公的補助について、１人／月当たりどの程度必要と考えますか。 
・「5 万円／月」は「6～10 年（17.0％）」が最も多い。次いで「11～20 年（16.0％）」。 
・「10 万円／月」は「11～20 年（33.9％）」が最も多い。次いで「31～40 年（33.7％）」。 
・「15 万円／月」は「21~30 年（22.1％）」が最も多い。次いで「11～20 年（22.0％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。 

 

 

表 3.4.21 公的補助について、１人／月当たりどの程度必要か（H29 年度） （割合％） 

 

 

図 3.4.21 公的補助について、１人／月当たりどの程度必要か（H29 年度） 

 

 

図 3.4.21♯公的補助について、１人／月当たりどの程度必要か（H28 年度） 

合計 3万円/月 5万円/月 10万円/
月

15万円/
月

必要ない 不明

全体 2147 3.1 14.2 27.9 18.1 3.4 33.4

5年未満 317 2.5 14.8 18.9 9.8 4.4 49.5

6～10年 165 4.2 17.0 22.4 20.0 6.1 30.3

11～20年 505 2.6 16.0 33.9 22.0 3.6 22.0

21～30年 479 4.0 14.4 31.1 22.1 2.9 25.5

31～40年 323 2.5 11.8 33.7 17.0 1.2 33.7

41～50年 281 3.2 11.4 21.7 15.3 2.8 45.6

51年以上 69 2.9 11.6 17.4 11.6 5.8 50.7

(22)担い手の育成にかかる費用の公的補助はどの程度必要か
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5. 雇用形態別集計

（１）職業等について

①職種においてベテランだと思いますか。

・「ベテラン」は「元請として仕事（31.4％）」が最も大きい。次いで「外注常用（坪請主体）（23.3％）」、

「外注常用（日当制）（18.7％）」。 
・「ややベテラン」は「その都度契約（28.8％）」が最も大きい。次いで「元請として仕事（25.8％）」、 
「外注常用（坪請主体）（25.5％）」。 

・「中堅」は「外注常用（日当制）（35.6％）」が最も大きい。次いで「外注常用（坪請主体）（33.8％）」、

「工務店社員（32.1％）」。 
・「やや中堅」は「その他（アルバイト等）（27.3％）」が最も大きい。次いで「工務店社員（15.4％）」、

「外注常用（日当制）（12.4％）」。 
・「見習い」は「その他（アルバイト等）（54.5％）」が最も大きい。次いで「工務店社員（27.9％）」、

「外注常用（日当制）（16.0％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「その他（アルバイト等）」で「ベテラン」が減少しているも

のの、総じて大きな変化はない。

 
表 3.5.1 職種のベテラン度合（H29 年度） （割合％） 

図 3.5.1 職種のベテラン度合（H29 年度） 

図 3.5.1♯職種のベテラン度合（H28 年度） 

2147 19.5 19.3 31.5 11.5 15.5 2.7

806 10.3 12.4 32.1 15.4 27.9 1.9

225 18.7 14.7 35.6 12.4 16.0 2.7

275 23.3 25.5 33.8 10.9 3.3 3.3

73 15.1 28.8 31.5 11.0 11.0 2.7

660 31.4 25.8 29.7 6.8 3.9 2.4

22 0.0 9.1 9.1 27.3 54.5 0.0
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（２）雇用形態について

①就業規則

・「有る」は「工務店社員（44.3％）」が最も大きい。次いで「元請として仕事（22.7％）」、「その他 
（アルバイト等）（22.7％）」。

・「無い」は「その都度契約（69.9％）」が最も大きい。次いで「外注常用（坪請主体）（65.5％）」、「外 
注常用（日当制）（59.1％）」。 

・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。

 
表 3.5.2 就業規則（H29 年度） （割合％） 

図 3.5.2 就業規則（H29 年度） 

図 3.5.2♯就業規則（H28 年度） 

2147 27.7 49.0 23.3

806 44.3 32.3 23.4

225 13.8 59.1 27.1

275 12.0 65.5 22.5

73 13.7 69.9 16.4

660 22.7 58.8 18.5

22 22.7 50.0 27.3
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②有給休暇

・「有る」は「工務店社員（26.8％）」が最も大きい。次いで「その他（アルバイト等）（18.2％）」、「元

請として仕事（11.4％）」。 
・「無い」は「外注常用（坪請主体）（72.7％）」が最も大きい。次いで「その都度契約（71.2％）」、「元

請として仕事（65.5％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して各雇用形態ともに「有る」が減少している。

表 3.5.3 有給休暇（H29 年度） （割合％） 

図 3.5.3 有給休暇（H29 年度） 

図 3.5.3♯有給休暇（H28 年度） 

2147 14.8 60.6 24.6

806 26.8 53.0 20.2

225 3.1 64.9 32.0

275 3.3 72.7 24.0

73 1.4 71.2 27.4

660 11.4 65.5 23.2

22 18.2 59.1 22.7

115



③年間就業日数

・平均年間就業日数は「外注常用（坪請主体）（270.00 日）」が最も多い。次いで「工務店社員（263.13 
日）」、「元請として仕事（262.30 日）」。 

・平均年間就業日数は「その他（アルバイト等）」（236.67 日）が最も少ない。次いで「外注常用（日

当制）（259.25％）」、「その都度契約（260.33％）」。

・前回調査（H28 年度）と比較して「その他（アルバイト等）」で「100 日未満」「300 日以上」が

減少しているものの、総じて大きな変化はない。

表 3.5.4 年間就業日数（H29 年度） （割合％） 

図 3.5.4 年間就業日数（H29 年度） 

図 3.5.4♯年間就業日数（H28 年度） 

2147 3.7 0.8 0.6 5.3 19.0 25.2 45.5 262.63

806 3.5 1.1 0.5 4.1 21.8 23.1 45.9 263.13

225 3.1 0.4 1.3 5.8 16.0 20.9 52.4 259.25

275 4.4 0.4 0.4 2.5 15.6 35.6 41.1 270.00

73 4.1 0.0 1.4 11.0 19.2 27.4 37.0 260.33

660 3.6 0.6 0.5 7.6 20.2 26.5 41.1 262.30

22 9.1 0.0 0.0 9.1 9.1 27.3 45.5 236.67
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④保険等について

１）年金保険

・「厚生年金」、「国民年金」、「企業年金」の合計値は「元請として仕事（91.8%）」が最も大きい。

次いで「工務店社員（90.3％）」、「その都度契約（89.0％）」。 
・「厚生年金」、「国民年金」、「企業年金」の合計値は「その他（アルバイト等）（81.8%）」が最も小

さく、次いで「外注常用（日当制）（84.9％）」、「外注常用（坪請主体）（85.5％）」。 
・厚生年金は「工務店社員（57.9％）」が最も大きい。次いで「元請として仕事（29.5％）」、「その

他（アルバイト等）（13.6％）」。

・国民年金は「外注常用（坪請主体）（80.4％）」が最も大きい。次いで「その都度契約（79.5％）」、

「外注常用（日当制）（76.9％）」。

・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。

表 3.5.5 年金保険（H29 年度） （割合％） 

図 3.5.5 年金保険（H29 年度） 

図 3.5.5♯年金保険（H28 度） 

2147 33.0 54.4 1.0 13.8

806 57.9 32.1 0.2 12.7

225 6.2 76.9 1.8 16.4

275 4.7 80.4 0.4 15.3

73 9.6 79.5 0.0 12.3

660 29.5 60.2 2.1 10.8

22 13.6 68.2 0.0 18.2
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２）労働保険

・「雇用保険」は「工務店社員（42.7％）」が最も大きい。次いで「その他（アルバイト等）（13.6％）」、

「元請として仕事（11.8％）」。 
・「労災保険」は「元請として仕事（41.5％）」が最も大きい。次いで「その他（アルバイト等）（36.4％）」、 
「工務店社員（31.9％）」。 
・「一人親方労災保険」は「外注常用（坪請主体）（64.7％）」が最も大きい。次いで「その都度契

約（58.9％）」、「外注常用（日当制）（43.1％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して、「その他（アルバイト等）」で「労働保険」「一人親方労災保

険」が大きくなっているものの、総じて大きな変化はない。

表 3.5.6 労働保険（H29 年度） （割合％） 

図 3.5.6 労働保険（H29 年度） 

図 3.5.6♯労働保険（H28 年度） 

2147 21.0 30.7 29.2 30.0

806 42.7 31.9 5.3 33.6

225 5.3 18.2 43.1 36.0

275 2.5 16.0 64.7 21.1

73 2.7 21.9 58.9 26.0

660 11.8 41.5 36.1 24.5

22 13 6 36 4 27 3 27 3
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３）健康保険

・「国民健康保険」は「その他（アルバイト等）（40.9％）」が最も大きい。次いで「外注常用（日 
当制）（33.3％）」、「その都度契約（32.9％）」。 

・「組合健康保険（建設国保）」は「その都度契約（49.3%）」が最も大きい。次いで「外注常用（坪 
請主体）（49.1％）」、「元請として仕事（43.0％）」。 

・「組合健康保険（建設国保以外）」は「元請として仕事（4.4%）」が最も大きい。次いで「工務店 
社員（3.3％）」、「外注常用（日当制）（1.8％）」。 

・「その他の健康保険」は「工務店社員（5.8%）」が最も大きい。次いで「元請として仕事（5.2％）」、 
「その都度契約（2.7％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。

表 3.5.7 健康保険（H29 年度） （割合％） 

図 3.5.7 健康保険（H29 年度） 

図 3.5.7♯健康保険（H28 年度） 

2147 29.4 35.6 3.0 4.1 28.6

806 31.8 23.9 3.3 5.8 35.5

225 33.3 38.7 1.8 0.9 26.7

275 28.7 49.1 1.5 0.4 20.4

73 32.9 49.3 0.0 2.7 16.4

660 25.9 43.0 4.4 5.2 22.3

22 40.9 27.3 0.0 0.0 36.4
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⑤賃金の中に含まれ、自己負担となっているもの

・自己負担するものの割合の合計値は「外注常用（坪請主体）（441.1%）」が最も大きい。次いで「そ 
の都度契約（424.7％）」、「外注常用（日当制）（339.6％）」。一方「工務店社員（188.5％）」が最 
も小さい。

・「全て所属する工務店等が負担」は「元請として仕事（19.4％）」が最も大きい。次いで「工務店

社員（19.2％）」、「その都度契約（5.5％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。

 

表 3.5.8 自己負担となっているもの（H29 年度） （割合％） 

図 3.5.8 自己負担となっているもの（H29 年度） 

図 3.5.8♯自己負担となっているもの（H28 年度） 

2147 69.2 63.4 25.2 51.9 51.7 14.4 9.0

806 63.9 52.7 4.2 34.6 33.1 19.2 7.2

225 84.4 87.1 15.6 76.4 76.0 2.7 4.0

275 92.0 94.2 72.7 89.8 92.4 2.5 1.8

73 90.4 91.8 60.3 89.0 93.2 5.5 0.0

660 60.5 53.6 29.4 44.7 43.9 19.4 14.4

22 77.3 59.1 22.7 63.6 63.6 4.5 0.0
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⑥おおよその賃金（諸経費が含まれた 1 日あたりの平均単価）

・平均賃金は「外注常用（坪請主体）17,718 円」が最も高い。「その他（アルバイト等）12,045
円」が最も低い。

・「10,000～15,000 円未満」は「外注常用（坪請主体）（42.2％）」が最も大きい。次いで「工務店

社員（41.1％）」、「その他（アルバイト等）（27.3％）」。 
・「15,000～20,000 円未満」は「その都度契約（65.8％）」が最も大きい。次いで「外注常用（坪請

主体）（48.7％）」、「元請として仕事（44.7％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。

表 3.5.9 １日当たりのおおよその賃金（H29 年度） （割合％） 

図 3.5.9 １日当たりのおおよその賃金（H29 年度） 

図 3.5.9♯１日当たりのおおよその賃金（H28 年度） 

2147 6.7 8.4 31.2 35.2 10.0 3.4 5.1

806 11.8 16.6 41.1 20.1 4.2 1.2 5.0

225 4.0 7.6 42.2 39.6 4.0 0.0 2.7

275 1.5 2.2 19.3 48.7 17.5 8.4 2.5

73 2.7 2.7 15.1 65.8 9.6 4.1 0.0

660 2.7 2.4 23.2 44.7 16.5 5.5 5.0

22 40.9 9.1 27.3 13.6 4.5 4.5 0.0
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（３）資格や技能について

①持っている資格

・持っている資格の割合の合計値が最も大きいのは「元請として仕事（317.6％）」。最も小さいの

は「その他（アルバイト等）（177.0％）」。

・「元請として仕事」では、他の雇用形態と比較して「職業訓練指導員」が大きい。

・前回調査（H28 年度）と比較して「その他（アルバイト等）」で「一級建築士」が減少している

ものの、総じて大きな変化はない。

表 3.5.10 持っている資格（H29 年度） （割合％） 

図 3.5.10 持っている資格（H29 年度） 

図 3.5.10♯持っている資格（H28 年度） 

2147 4.7 27.2 2.4 4.2 12.4 22.2 1.9 9.9 6.7 39.8 39.8 45.2 16.9 9.8 18.3

806 3.0 22.2 1.1 4.1 10.4 22.1 1.4 6.8 3.6 30.9 28.2 43.8 17.9 6.7 24.4

225 2.2 17.3 1.8 0.4 5.8 22.7 0.9 7.1 4.0 31.6 33.3 36.9 10.7 8.9 29.3

275 1.1 22.9 1.5 0.7 7.3 17.5 3.6 6.2 3.3 48.7 59.3 58.9 10.5 5.1 10.2

73 4.1 30.1 2.7 8.2 4.1 20.5 1.4 8.2 4.1 43.8 42.5 50.7 15.1 11.0 11.0

660 9.4 40.3 4.7 6.5 20.6 24.7 2.3 16.8 13.6 49.4 47.1 44.2 21.5 16.5 10.5

22 0.0 13.6 4.5 4.5 9.1 13.6 4.5 4.5 0.0 45.5 22.7 40.9 13.6 0.0 22.7
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②大工職のみ回答 墨付けができますか。

・「はい」は「元請として仕事（78.6％）」が最も大きい。次いで「その都度契約（76.7％）」、「外注 
常用（日当制）（71.1％）」。 

・「いいえ」は「その他（アルバイト等）（50.0％）」が最も大きい。次いで「工務店社員（29.3％）」、 
「外注常用（坪請主体）（19.3％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して全ての雇用形態で「いいえ」が増加している。

表 3.5.11 墨付け（H29 年度） （割合％） 

図 3.5.11 墨付け（H29 年度） 

図 3.5.11♯墨付け（H28 度） 

2147 67.8 19.0 13.2

806 58.1 29.3 12.7

225 71.1 18.7 10.2

275 69.5 19.3 11.3

73 76.7 12.3 11.0

660 78.6 6.8 14.5

22 40.9 50.0 9.1
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③大工職のみ回答 今でも手刻み加工の仕事を年 1 棟以上行っていますか。（新築） 
・「はい」は「工務店社員（24.6％）」が最も大きい。次いで「元請として仕事（19.8％）」、「外注常

用（日当制）（18.2％）」、「その他（アルバイト等）（18.2％）」。 
・「いいえ」は「外注常用（坪請主体）（82.2％）」が最も大きい。次いで「その都度契約（79.5％）」、 
「その他（アルバイト等）（72.7％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「外注常用（坪請主体）」、「その都度契約」、「元請けとして仕

事」、「その他（アルバイト等）」で「はい」が減少しているものの、総じて大きな変化はない。

表 3.5.12 手刻み加工の仕事（新築）（H29 年度） （割合％） 

図 3.5.12 手刻み加工の仕事（新築）（H29 年度） 

図 3.5.12♯手刻み加工の仕事（新築）（H28 年度） 

2147 19.3 66.6 14.1

806 24.6 62.8 12.7

225 18.2 67.6 14.2

275 6.5 82.2 11.3

73 9.6 79.5 11.0

660 19.8 64.1 16.1

22 18.2 72.7 9.1

124



④大工職のみ回答 今でも手刻み加工の仕事を年１棟以上行っていますか。（増改築）

・「はい」は「元請として仕事（48.8％）」が最も大きい。次いで「工務店社員（45.3％）」、「外注常

用（日当制）（38.7％）」。 
・「いいえ」は「その他（アルバイト等）（68.2％）」が最も大きい。次いで「外注常用（坪請主体）

（67.3％）」、「その都度契約（56.2％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。

 

表 3.5.13 手刻み加工の仕事（増改築）（H29 年度） （割合％） 

図 3.5.13 手刻み加工の仕事（増改築）（H29 年度） 

図 3.5.13♯手刻み加工の仕事（増改築）（H28 年度） 

2147 41.3 44.4 14.3

806 45.3 41.6 13.2

225 38.7 48.9 12.4

275 20.4 67.3 12.4

73 32.9 56.2 11.0

660 48.8 35.2 16.1

22 22.7 68.2 9.1
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⑤大工職のみ回答 和室造作ができますか。

・「はい」は「元請として仕事（75.0％）」が最も大きい。次いで「外注常用（坪請主体）（72.7％）」、

「その都度契約（69.9％）」。 
・「いいえ」は「その他（アルバイト等）（68.2％）」が最も大きい。次いで「工務店社員（40.0％）」、 
「外注常用（日当制）（24.0％）」。 

・前回調査（H28 年度）と比較して「その他（アルバイト等）」以外の雇用形態において「はい」

が減少しているものの、総じて大きな変化はない。

 
表 3.5.14 和室造作（H29 年度） （割合％） 

図 3.5.14 和室造作（H29 年度） 

図 3.5.14♯和室造作（H28 年度） 

2147 61.3 24.9 13.8

806 46.3 40.0 13.8

225 63.6 24.0 12.4

275 72.7 17.1 10.2

73 69.9 19.2 11.0

660 75.0 10.2 14.8

22 22.7 68.2 9.1
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⑥大工職のみ回答 2×4 工法の住宅の施工ができますか。 
・「はい」は「外注常用（坪請主体）（40.4％）」が最も大きい。次いで「外注常用（日当制）（33.3％）」、 
「その都度契約（28.8％）」。 

・「いいえ」は「その他（アルバイト等）（77.3％）」が最も大きい。次いで「工務店社員（64.0％）」、 
「その都度契約（58.9％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して全体的な構成に大きな変化はない。

 

表 3.5.15 2×4 工法の住宅の施工（H29 年度） （割合％） 

図 3.5.15 2×4 工法の住宅の施工（H29 年度） 

図 3.5.15♯2×4 工法の住宅の施工（H28 年度） 

2147 26.7 57.8 15.4

806 21.3 64.0 14.6

225 33.3 52.9 13.8

275 40.4 47.6 12.0

73 28.8 58.9 12.3

660 25.3 57.3 17.4

22 13.6 77.3 9.1
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（４）仕事に対する満足度や今後の意向について

①現在の仕事の内容について満足していますか。

・「とても満足している」、「まあ満足している」の合計値は「その他（アルバイト等）（72.7％）」

が最も大きい。次いで「工務店社員（66.6％）」、「元請として仕事（62.9％）」。 
・「あまり満足していない」、「満足していない」の合計値は「その都度契約（39.7％）」が最も大き 
い。次いで「外注常用（坪請主体）（37.8％）」、「外注常用（日当制）（29.3％）」。 

・前回調査（H28 年度）と比較して「その都度契約」以外の雇用形態で「まあ満足している」が増

加している。一方、全ての雇用形態で「あまり満足していない」が減少している。

表 3.5.16 仕事の内容についての満足度（H29 年度） （割合％） 

図 3.5.16 仕事の内容についての満足度（H29 年度） 

図 3.5.16♯仕事の内容についての満足度（H28 年度） 

2147 10.2 51.8 22.3 5.6 10.1

806 12.8 53.8 20.6 3.6 9.2

225 6.7 55.6 24.0 5.3 8.4

275 6.9 45.8 28.7 9.1 9.5

73 4.1 47.9 31.5 8.2 8.2

660 10.9 52.0 20.8 5.8 10.6

22 13.6 59.1 13.6 13.6 0.0
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②現在の仕事で得られる収入等について満足していますか。

・「とても満足している」、「まあ満足している」の合計値は「工務店社員（43.2％）」が最も大きい。 
次いで「その他（アルバイト等）（40.9％）」、「元請として仕事（38.3％）」。 

・「あまり満足していない」、「満足していない」の合計値は「その他（アルバイト等）（59.1％）」が

最も大きい。次いで「外注常用（坪請主体）（57.8％）」、「その都度契約（57.5％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「外注常用（坪請主体）」で「まあ満足している」が増加し、「そ

の都度契約」で「とても満足している」「まあ満足している」が増加しているものの、総じて大き

な変化はない。

表 3.5.17 収入等についての満足度（H29 年度） （割合％） 

図 3.5.17 収入等についての満足度（H29 年度） 

図 3.5.17♯収入等についての満足度（H28 年度） 

2147 3.9 34.9 35.5 15.4 10.3

806 6.7 36.5 32.0 15.6 9.2

225 3.6 33.8 36.4 16.0 10.2

275 0.7 32.0 40.0 17.8 9.5

73 2.7 31.5 39.7 17.8 8.2

660 2.1 36.2 37.9 13.0 10.8

22 13.6 27.3 31.8 27.3 0.0
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③今後何歳までお仕事を続けられる予定ですか。

・「仕事が出来る限り続ける」は「その他（アルバイト等）（68.2％）」が最も大きい。次いで「工 
務店社員（54.7％）」、「外注常用（日当制）（53.3％）」。一方「その都度契約（41.1％）」が最も小

さい。

・「65 歳で引退する」は「その都度契約（19.2％）」が最も大きい。次いで「工務店社員（16.4％）」 
「元請けとして仕事（15.3％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「その都度契約」で「60 歳で引退する」、「65 歳で引退する」 
及び、「その他（アルバイト等）」で「仕事が出来る限り続ける」が増加したものの、総じて大き

な変化はない。

表 3.5.18 何歳まで仕事を続ける予定か（H29 年度） （割合％） 

図 3.5.18 何歳まで仕事を続ける予定か（H29 年度） 

図 3.5.18♯何歳まで仕事を続ける予定か（H28 年度） 

2147 7.6 14.6 13.0 3.2 49.7 1.1 10.8

806 8.4 16.4 7.8 1.9 54.7 1.7 9.1

225 5.8 9.3 14.2 4.9 53.3 1.8 10.7

275 6.9 12.7 18.5 2.9 48.4 0.7 9.8

73 13.7 19.2 15.1 0.0 41.1 0.0 11.0

660 7.1 15.3 17.3 4.8 43.8 0.5 11.2

22 13.6 9.1 4.5 0.0 68.2 0.0 4.5
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（５）担い手育成について

①現在、担い手（見習い等）の育成を行っていますか。

・「現在育てている」は「元請として仕事（17.7％）」が最も大きい。次いで「外注常用（坪請主体） 
（13.5％）」、「工務店社員（10.7％）」。 

・「現在は育てていないが、人材がいれば育てたい」は「元請として仕事（42.0％）」が最も大きい。 
次いで「工務店社員（40.6％）」、「その他（アルバイト等）（36.4％）」。 

・「現在は育てていないし、今後も育てる予定はない」は「その都度契約（56.2％）」が最も大きい。 
次いで「外注常用（日当制）（47.1％）」、「外注常用（坪請主体）（40.0％）」。 

・前回調査（H28 年度）と比較して「外注常用（坪請主体）」「その都度契約」で「現在は育ててい

ないが、人材がいれば育てたい」が減少している。

表 3.5.19 担い手の育成状況（H29 年度） （割合％） 

図 3.5.19 担い手の育成状況（H29 年度） 

図 3.5.19♯担い手の育成状況（H28 年度） 

2147 12.2 38.2 32.8 16.8

806 10.7 40.6 27.4 21.3

225 2.2 33.8 47.1 16.9

275 13.5 34.9 40.0 11.6

73 4.1 28.8 56.2 11.0

660 17.7 42.0 28.6 11.7

22 9.1 36.4 36.4 18.2
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②「1.現在育てている」および「2.過去には育てた」のみ回答 
育成期間の担い手の立場

・「正社員（職業訓練校）」は「外注常用（日当制）（40.0％）」が最も大きい。次いで「工務店社員 
（23.3％）」、「元請として仕事（15.4％）」。 
・「正社員（弟子として）」は「元請として仕事（69.2％）」が最も大きい。次いで「工務店社員（62.8％）」、 
「外注常用（日当制）（60.0％）」。 
・「一人親方等にあずける（職業訓練校）」は「工務店社員（3.5％）」が最も大きい。次いで「元請 
として仕事（0.9％）」。 

・「一人親方等にあずける（弟子として）」は「その都度契約（66.7％）」が最も大きい。次いで「そ 
の他（アルバイト等）（50.0％）」、「外注常用（坪請主体）（48.6％）」。 

・前回調査（H28 年度）と比較して「外注常用（坪請主体）」で「正社員（弟子として）」が減少し、

「一人親方等にあずける（弟子として）」が増加しているものの、総じて大きな変化はない。

表 3.5.20 育成期間の担い手の立場（H29 年度） （割合％） 

図 3.5.20 育成期間の担い手の立場（H29 年度） 

図 3.5.20♯育成期間の担い手の立場（H28 年度） 

261 15.7 63.2 1.5 11.9 7.7

86 23.3 62.8 3.5 2.3 8.1

5 40.0 60.0 0.0 0.0 0.0

37 2.7 40.5 0.0 48.6 8.1

3 0.0 33.3 0.0 66.7 0.0

117 15.4 69.2 0.9 6.8 7.7

2 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0
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③「1.現在育てている」および「2.過去には育てた」のみ回答 
育成にかかる費用負担

・「有る」は「外注常用（坪請主体）（48.6％）」が最も大きい。次いで「元請として仕事（36.8％）」、 
「その都度契約（33.3％）」。 

・「無い」は「その他（アルバイト等）（100.0％）」が最も大きい。次いで、「工務店社員（27.9％）」

「外注常用（日当制）（20.0％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「その都度契約」で「有る」が増加している。

表 3.5.21 育成期間にかかる費用負担（H29 年度） （割合％） 

図 3.5.21 育成期間にかかる費用負担（H29 年度） 

図 3.5.21♯育成期間にかかる費用負担（H28 年度） 

261 31.4 18.0 50.6

86 17.4 27.9 54.7

5 20.0 20.0 60.0

37 48.6 16.2 35.1

3 33.3 0.0 66.7

117 36.8 10.3 53.0

2 0.0 100.0 0.0
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④「4.現在は育てていないし、今後も育てる予定はない」のみ回答 
なぜ育てる予定はないのか。

・育てる予定がない理由として回答した割合の合計値は、「元請として仕事（188.3％）」が最も大

きく、次いで「外注常用（坪請主体）（170.0％）」、「その都度契約（151.2％）」。

・どの雇用形態においても「費用がかかるため」、「将来の保障ができないため」が大きい。

・前回調査（H28 年度）と比較して「その都度契約」で「将来の保障ができないため」の減少して

いるものの、総じて大きな変化はない。

 
表 3.5.22 なぜ育てる予定はないのか（H29 年度） （割合％） 

図 3.5.22 なぜ育てる予定はないのか（H29 年度） 

図 3.5.22♯なぜ育てる予定はないのか（H28 年度） 

705 10.1 11.1 23.8 4.3 19.7 16.0 37.9 11.8 9.8 15.0 5.5 12.6

221 8.6 14.0 16.3 5.9 20.4 22.2 26.7 10.9 5.9 10.9 5.0 15.4

106 7.5 11.3 17.0 3.8 19.8 19.8 36.8 6.6 10.4 16.0 3.8 8.5

110 14.5 9.1 40.0 3.6 20.0 15.5 43.6 6.4 10.0 7.3 3.6 13.6

41 7.3 12.2 22.0 4.9 22.0 14.6 34.1 12.2 14.6 7.3 14.6 14.6

189 12.7 7.9 27.5 3.2 19.0 8.5 47.6 18.5 12.7 25.4 5.3 10.1
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⑤担い手育成にかかる費用の公的補助について、１人／月当たりどの程度必要と考えますか。

・全ての雇用形態に共通して「10 万円／月」の割合が最も大きい。

・前回調査（H28 年度）と比較して「その他（アルバイト等）」で「10 万円／月」増加したものの、

総じて大きな変化はない。

 
表 3.5.23 公的補助について、１人／月当たりどの程度必要か（H29 年度） （割合％） 

図 3.5.23 公的補助について、１人／月当たりどの程度必要か（H29 年度） 

図 3.5.23♯公的補助について、１人／月当たりどの程度必要か（H28 年度） 

2147 3.1 14.2 27.9 18.1 3.4 33.4

806 3.7 15.6 23.3 15.9 3.6 37.8

225 2.7 12.9 20.9 19.1 4.0 40.4

275 2.2 13.1 31.3 23.6 2.5 27.3

73 0.0 9.6 38.4 16.4 4.1 31.5

660 3.6 15.3 33.5 19.1 2.9 25.6

22 0.0 4.5 50.0 13.6 13.6 18.2
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6. 賃金別集計

（１）職業等について

①職種においてベテランだと思いますか。

・「ベテラン」は「25,000 円以上（32.4％）」が最も大きい。次いで「20,000～25,000 円未満（27.4％）」。 
・「ややベテラン」は「25,000円以上（29.7％）」が最も大きい。次いで「15,000～20,000円未満（25.5％）」。 
・「中堅」は「20,000～25,000円未満（42.3％）」が最も大きい。次いで「10,000～15,000円未満（37.1％）」。 
・「やや中堅」は「8,000～10,000 円未満（18.3％）」が最も大きい。次いで「10,000～15,000 円未満

（16.1％）」。 
・「見習い」は「8,000 円未満（78.3％）」が最も大きい。次いで「8,000～10,000 円未満（49.4％）」。 

・前回調査（H28 年度）と比較して「中堅」の賃金が「8,000～10,000 円未満」及び「20,000～25,000
円未満」で増加し、その他の賃金が減少している。

 
表 3.6.1 職種のベテラン度合（H29 年度） （割合％） 

図 3.6.1 職種のベテラン度合（H29 年度） 

図 3.6.1♯職種のベテラン度合（H28 年度） 

2147 19.5 19.3 31.5 11.5 15.5 2.7

143 7.0 4.2 6.3 2.8 78.3 1.4

180 3.9 5.0 20.6 18.3 49.4 2.8

669 14.8 18.2 37.1 16.1 11.2 2.5

756 26.5 25.5 33.7 8.9 2.9 2.5

215 27.4 19.5 42.3 6.5 1.9 2.3

74 32.4 29.7 20.3 6.8 8.1 2.7

19.5

7.0

3.9

14.8

26.5

27.4

32.4

19.3

4.2

5.0

18.2

25.5

19.5

29.7

31.5

6.3

20.6

37.1

33.7

42.3

20.3

11.5

2.8

18.3

16.1

8.9

6.5

6.8

15.5

78.3

49.4

11.2

2.9

1.9

8.1

2.7

1.4

2.8

2.5

2.5

2.3

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

8,000

8,000 10,000

10,000 15,000

15,000 20,000

20,000 25,000

25,000

19.8

5.4

2.8

15.5

26.3

32.4

41.9

20.5

5.4

10.0

19.1

25.3

27.4

24.3

32.6

7.9

13.3

40.6

35.9

30.4

24.3

11.0

6.9

20.5

14.9

7.4

6.0

2.7

13.2

72.4

51.4

6.7

2.7

2.0

2.7

3.0

2.0

2.0

3.1

2.4

1.7

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

8,000

8,000 10,000

10,000 15,000

15,000 20,000

20,000 25,000

25,000

136



（２）資格や技能について

①持っている資格

・持っている資格の合計値は「15,000～20,000 円未満（281.2％）」が最も大きい。次いで「20,000
～25,000 円未満（278.5％）」。一方「8,000 円未満（123.9％）」が最も小さく、次いで「8,000～10,000
円未満（145.5％）」。

・「25,000 円以上」では「２級建築施工管理技士」、「枠組壁建築技能士」が多い。 
・「10,000～15,000 円未満」以上の賃金では「２級建築士」、「２級建築施工管理技士」、「建築大工技

能士（１級・２級）」、「足場の組立て等作業主任者」、「木造建築物組立て作業主任者」との回答が

増加する。

・前回調査（H28 年度）と比較して「20,000～25,000 円未満」及び「25,000 円以上」で合計値が減

少している。

表 3.6.2 持っている資格（H29 年度） （割合％） 

図 3.6.2 持っている資格（H29 年度） 

図 3.6.2♯持っている資格（H28 年度） 

2147 4.7 27.2 2.4 4.2 12.4 22.2 1.9 9.9 6.7 39.8 39.8 45.2 16.9 9.8 18.3

143 1.4 11.2 2.1 2.1 4.2 14.0 0.7 2.8 0.7 15.4 14.0 38.5 13.3 3.5 43.4

180 1.7 13.9 0.0 2.8 6.1 19.4 0.6 4.4 1.1 16.1 15.6 44.4 15.0 4.4 31.7

669 3.7 26.9 3.0 3.0 14.1 25.0 1.3 10.5 4.8 42.2 39.5 48.1 19.4 8.2 15.7

756 6.2 34.1 2.8 5.0 12.8 25.1 2.1 12.4 8.5 47.2 48.1 47.0 16.3 13.6 11.1

215 7.0 31.6 3.3 6.0 15.3 17.2 2.3 11.6 13.5 45.6 48.8 45.6 17.7 13.0 12.6

74 4.1 27.0 0.0 6.8 21.6 12.2 8.1 6.8 9.5 51.4 52.7 41.9 18.9 8.1 17.6
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②大工職のみ回答 墨付けができますか。

・「はい」は「25,000 円以上（79.7％）」が最も大きい。「10,000～15,000 円未満」以上の賃金では 
７～８割程度が「はい」と回答している。

・「いいえ」は「8,000～10,000 円未満（44.4％）」が最も大きい。また「8,000～10,000 円未満」 
以下は 4 割程度が「いいえ」と回答している。 

・前回調査（H28 年度）と比較して「はい」は「8,000 円未満」、「25,000 円以上」で増加してい

るが、その他の賃金では減少している。

 

表 3.6.3 墨付け（H29 年度） （割合％） 

図 3.6.3 墨付け（H29 年度） 

図 3.6.3♯墨付け（H28 年度） 

2147 67.8 19.0 13.2

143 44.1 43.4 12.6

180 41.1 44.4 14.4

669 67.7 19.9 12.4

756 78.7 10.6 10.7

215 71.6 15.8 12.6

74 79.7 14.9 5.4
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③大工職のみ回答 今でも手刻み加工の仕事を年 1 棟以上行っていますか。（新築） 
・「はい」は「10,000～15,000 円未満（24.4％）」が最も大きい。次いで「8,000 円未満（23.8%）」、

「8,000～10,000 円未満（17.8％）。 
・「いいえ」は「25,000 円以上（79.7%）」が最も大きい。次いで「15,000～20,000 円未満（72.2％）」、

「20,000～25,000 円未満（70.7％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「はい」は総じて減少している。

 
表 3.6.4 手刻み加工の仕事（新築）（H29 年度） （割合％） 

図 3.6.4 手刻み加工の仕事（新築）（H29 年度） 

図 3.6.4♯手刻み加工の仕事（新築）（H28 年度） 

2147 19.3 66.6 14.1

143 23.8 62.2 14.0

180 17.8 68.3 13.9

669 24.4 61.7 13.9

756 16.4 72.2 11.4

215 15.3 70.7 14.0

74 12.2 79.7 8.1
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④大工職のみ回答 今でも手刻み加工の仕事を年１棟以上行っていますか。（増改築）

・「はい」は「10,000～15,000 円未満（46.9％）」が最も大きい。次いで「15,000～20,000 円未満

（42.9％）」、「20,000～25,000 円未満（39.5％）」。 
・「いいえ」は「25,000 円以上（58.1％）」が最も大きい。次いで「8,000 円未満（53.8％）」、 
「8,000～10,000 円未満（52.2％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「いいえ」は総じて増加している。

 

表 3.6.5 手刻み加工の仕事（増改築）（H29 年度） （割合％） 

図 3.6.5 手刻み加工の仕事（増改築）（H29 年度） 

図 3.6.5♯手刻み加工の仕事（増改築）（H28 年度） 

2147 41.3 44.4 14.3

143 32.2 53.8 14.0

180 34.4 52.2 13.3

669 46.9 39.3 13.8

756 42.9 45.6 11.5

215 39.5 45.6 14.9

74 33.8 58.1 8.1
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⑤大工職のみ回答 和室造作ができますか。

・「はい」は「15,000～20,000 円未満（77.0％）」、「25,000 円以上（77.0％）」が最も大きい。次い

で「20,000～25,000 円未満（73.5％）」。 
・「いいえ」は「8,000 円未満（67.1％）」が最も大きい。次いで「8,000～10,000 円未満（63.3％）」、 
「10,000～15,000 円未満（26.2％）」。 

・前回調査（H28 年度）と比較して「いいえ」は総じて増加している。

 

表 3.6.6 和室造作（H29 年度） （割合％） 

図 3.6.6 和室造作（H29 年度） 

図 3.6.6♯和室造作（H28 年度） 

2147 61.3 24.9 13.8
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⑥大工職のみ回答 2×4 工法の住宅の施工ができますか。 
・「はい」は「25,000 円以上（44.6％）」が最も大きい。次いで「20,000～25,000 円未満（31.2％）」、 
「15,000～20,000 円未満（29.8％）」。 

・「いいえ」は「8,000 円未満（74.1％）」が最も大きい。次いで「8,000～10,000 円未満（66.7％）」、 
「15,000～20,000 円未満（57.8％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「25,000 円以上」で「はい」が増加しているものの、全体的

な構成に大きな変化はない。

 
表 3.6.7 2×4 工法の住宅の施工（H29 年度） （割合％）

図 3.6.7 2×4 工法の住宅の施工（H29 年度） 

図 3.6.7♯ 2×4 工法の住宅の施工（H28 年度） 

2147 26.7 57.8 15.4

143 11.2 74.1 14.7

180 18.3 66.7 15.0

669 27.5 56.7 15.8

756 29.8 57.8 12.4

215 31.2 54.4 14.4

74 44.6 47.3 8.1
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（３）仕事に対する満足度や今後の意向について

①現在の仕事の内容について満足していますか。

・「とても満足している」、「まあ満足している」の合計値は「25,000 円以上（74.4％）」が最も大き

い。次いで「10,000～15,000 円未満（63.4％）」、「20,000～25,000 円未満（62.8％）」。 
・「あまり満足していない」、「満足していない」の合計値は「8,000~10,000 円未満」（30.6％）が最

も大きい。次いで「15,000～20,000 未満（29.6％）」、「20,000～25,000 円未満（28.4％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「8.000～10,000 円未満」及び「15,000～20,000 円未満」で「と

ても満足している」、「まあ満足している」の合計値が増加している。

 
表 3.6.8 仕事の内容についての満足度（H29 年度） （割合％） 

図 3.6.8 仕事の内容についての満足度（H29 年度） 

図 3.6.8♯仕事の内容についての満足度（H28 年度） 

2147 10.2 51.8 22.3 5.6 10.1

143 17.5 44.8 17.5 10.5 9.8

180 12.8 49.4 23.9 6.7 7.2

669 9.9 53.5 22.1 5.1 9.4

756 7.5 54.4 25.0 4.6 8.5

215 10.7 52.1 20.5 7.9 8.8

74 23.0 51.4 17.6 5.4 2.7
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②現在の仕事で得られる収入等について満足していますか。

・「とても満足している」、「まあ満足している」の合計値は「25,000 円以上（52.7％）」が最も大きい。

次いで、「20,000～25,000 円未満（41.9％）」、「15,000～20,000 円未満（39.4％）」。 
・「あまり満足していない」、「満足していない」の合計値は「8,000 円未満（55.3％）」が最も大きい。

次いで「8,000～10,000 円未満（55.0％）」、「10,000～15,000 円未満（52.5％）」。 
・前回調査（H28 年度）と比較して「8,000～10,000 円未満」以外では「まあ満足している」が増加

している。

 
表 3.6.9 収入等についての満足度（H29 年度） （割合％） 

図 3.6.9 収入等についての満足度（H29 年度） 

図 3.6.9♯収入等についての満足度（H28 年度） 

2147 3.9 34.9 35.5 15.4 10.3

143 8.4 26.6 26.6 28.7 9.8

180 8.3 28.9 31.1 23.9 7.8

669 3.3 35.1 37.1 15.4 9.1

756 3.3 36.1 39.3 12.4 8.9

215 1.9 40.0 35.3 14.4 8.4

74 5.4 47.3 33.8 9.5 4.1
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